
　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　　　※「留意事項実施状況報告書」の場合は，表題を修正してください。

　　　３　大学番号の欄については，平成２７年３月３０日付事務連絡「大学等の設置に係る設置計画履行状況

　　　　　報告書等の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　　　　　　　　　　（□□学部（平成◇◇年度より変更））

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には，表題には設置時の旧名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて，現在の名称を記載してください。

　　　　　例）　○○大学　△△学部

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　０９２-５７５-４４５６

　　　ｅ－mail　　gakuji＠fukujo.ac.jp

　　担当部局（課）名　

　　　職名・氏名　　事務
ジ ム

部長
ブチョウ

・碇
イカリ

　利文
トシフミ

　　　電話番号　　０９２-５７５-６４２７

　　　（夜間）　　０９２-５８１-１４９２

学校法人福岡女学院　　　　　
平成２７年５月１日現在　　

　作成担当者

福岡女学院大学　人文学部　言語芸術学科及び

　　　　　メディア・コミュニケーション学科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

[平成25年度設置］

　　　計画の区分：学部学科設置
　　　　　　　　　　　　　　　注１

届出 

大学番号：私318  注３ 



＜言語芸術学科＞

＜メディア・コミュニケーション学科＞

７．その他全般的事項　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　４８

１．調査対象大学等の概要等　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　２８

２．授業科目の概要　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　３２

３．施設・設備の整備状況、経費　・・・・・・・・・・・・・・・・・・　３８

４．既設大学等の状況　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　４０

５．教員組織の状況　（一部省略）・・・・・・・・・・・・・・・・・・　４１

６．留意事項等に対する履行状況等　・・・・・・・・・・・・・・・・・　４７

４．既設大学等の状況　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１４

５．教員組織の状況　（一部省略）・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１５

６．留意事項等に対する履行状況等　・・・・・・・・・・・・・・・・・　２４

７．その他全般的事項　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　２５

ページ

目次

人文学部

ページ

１．調査対象大学等の概要等　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　1

２．授業科目の概要　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　５

３．施設・設備の整備状況、経費　・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１２



設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

(マツバラ　ヤスヒロ)

松原　安宏

(平成１９年６月)

(キノワキ　エツロウ) (タカシマ　カズミチ)

木ノ脇　悦郎 髙島　一路

(平成２２年４月) (平成２７年４月)

(ヨシダ　シュウサク) (キヨカワ　ナオト)

吉田　修作 清川　　直人

(平成１７年４月) (平成２７年４月)

(ウエダ　オサム)

上田　　修

(平成２５年４月)

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人　福岡女学院

（２） 大　学　名
　　　　福岡女学院大学

（３） 大学の位置

　　　〒８１１－１３１３
　　　　福岡県福岡市南区曰佐３丁目４２番１号

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　ください。

（４） 管理運営組織

職　　名

理 事 長

学　　長
前学長辞任による交代
平成27年4月1日(27)

学 部 長
任期満了による交代
平成27年4月1日(27)

学科長等

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）平成２５年度に報告済の内容　→（25）

　　　　　　平成２７年度に報告する内容　→（27）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告
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　　　に報告書を作成してください。

　人文学部
　　言語芸術学科

　　学士（人文学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人
50

( 2 )
[ 　－　 ]

123 － 103 － 143 －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　4　) (　－　) (　 　) (　 　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ]

121 － 103 － 140 －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　4　) (　－　) (　 　) (　 　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ]

59 － 56 － 89 －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　4　) (　－　) (　 　) (　 　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ]

39 － 32 － 46 －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　4　) (　－　) (　 　) (　 　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。
　　　・　様式は，平成２４年度開設の４年制の学科の場合（平成２７年度までの４年間）ですが，開設年度・
　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　　には，欄を設けてください。）

　（５）－①　調査対象学部等の名称，定員

調査対象学部等の
名称（学位）

設 置 時 の 計 画
備　　　　　考

修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

年 人 年次 人
人

3年次
4 50 2 204

平成２８年度
平均入学定員
超 過 率

開設年度から
提出年度まで
の平均入学定
員超過率

備　　考

（注）・定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。

0.  　倍

50 50
(　－　)

　　　　　　　

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

0.78 0.64

(　　 　)

[ 　－　 ] [ 　－　 ] [ 　　　 ]

Ａ　 入学定員

0.92

（注）・　数字は，平成２７年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

　　　・「開設年度から提出年度までの平均入学定員超過率」は，完成年度を越えて報告書を提出する大学（「改善

－

(　－　)

志願者数

　　　　意見等対応状況報告書」を提出する大学）のみ記入してください。「設置計画履行状況等報告書」の場合は

　　　　「－」を記入してください。
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　　 ] [　 　]

（　　） （ － ） （　　） （ － ） （　　） （ － ） （　　） （　　）

39 － 32 － 46 －

[　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　　 ] [　 　]

（　　） （ － ） （　　） （ － ） （　　） （　　）

40 － 31 －

[　－　] [　－　] [　　 ] [　 　]

（　　） （ － ） （　　） （　　）

45 －

[　　 ] [　 　]

（　　） （　　）

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度
備　　　　　考

１年次

２年次

３年次

４年次

計

[    －    ] [    －    ] [    －    ] [　　　　 ]

（　　　　 ） （　　　　 ） （　　　　 ） （　　　　 ）

　　　・（　）内には，留年者の状況について，内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してくだ

　　　　さい。

39 72 122

（注）・　数字は，平成２７年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

退学した年度

平成２５年度 0 人 0 人

平成２６年度 2 人 0 人 経済的理由(2人)　

平成２７年度 人 人

平成２８年度 人 人

平成２６年度 2 人 0 人 進路変更(2人)　

平成２７年度 人 人

平成２８年度 人 人

平成２７年度 人 人

平成２８年度 人 人

人 0 人 平成２８年度 人 人 ％

117 人 4 人 3.4 ％

　　　区　分

対象年度

入学者数（b） 退学者数（a） 主な退学理由

入学者数に
対する退学者数

の割合
（a/b）

退学者数（内訳）

退学者数
退学者数の
うち留学生数

平成２５年度
入学者

39 人 2 人 5.1

人 0.0

％

平成２６年度
入学者

32 人 2 人 6.3 ％

％

平成２８年度
入学者

合　　計

（注）・　数字は，平成２７年５月１日現在の数字を記入してください。　

平成２７年度
入学者

46 人 0

　　　・　各年度の入学者数については，該当年度当初に入学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　　　ありません。）

　　　・　各年度の退学者数については，退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

　 ・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度の入学者のうち，平成２７年５月１日現在までに退学した学生数の合計】を，

　　　　【当該対象年度の入学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点以下第１位までを記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他
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教育効果を考慮し担当者を追加（26）

教育効果を考慮し担当者を追加（26）

教育効果を考慮し担当者を追加（26）

教育効果を考慮し担当者を追加（26）

受講者数を考慮し担当者を変更（25）

受講者数を考慮し担当者を変更（27）

受講者数を考慮し担当者を変更（25）

ｵﾑﾆﾊﾞｽ

受講者数を考慮し担当者を変更（27）

受講者数を考慮し担当者を変更（25）

ｵﾑﾆﾊﾞｽ

教育効果を考慮し担当者を変更（26）

担当割変更（27）

教育効果を考慮し担当者を変更（27）

教育効果を考慮し担当者を変更（26）

学内人事に伴う昇格（25）

教育効果を考慮し担当者を変更（27）

教育効果を考慮し担当者を変更（26）

学内人事に伴う昇格（25）

担当割変更（27）

学内人事に伴う昇格、及び教育効果を

考慮し授業形態を変更、及び受講者数

を考慮し担当者を変更（25）

集中･ｵﾑﾆﾊﾞｽ　

集中

担当割変更（27）

受講者数を考慮し担当者を変更（26）

学内人事に伴う昇格（25）

ｵﾑﾆﾊﾞｽ

―

担当割変更（27）

受講者数を考慮し担当者を変更（26）

学内人事に伴う昇格（25）

ｵﾑﾆﾊﾞｽ

担当割変更（27）

学内人事に伴う昇格（25）

ｵﾑﾆﾊﾞｽ

担当割変更（27）

学内人事に伴う昇格（25）

担当割変更（27）

学内人事に伴う昇格（25）

２　授業科目の概要

＜人文学部　言語芸術学科＞

（１） 授業科目表

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

大
学
共
通
科
目

必
修
科
目

聖書概説 1前 2 1

キリスト教の歴史と文化 2後 2 1

キリスト教人間学 3前 2 1

兼4

First-year English ＡⅠ 1前 2 兼2

兼4

First-year English ＡⅡ 1後 2 兼2

兼4

First-year English ＢⅠ 1前 2 兼2

兼4

First-year English ＢⅡ 1後 2 兼2

情報リテラシー 1前 2 兼1

兼5

小計　（8科目） ― 16 0 0 0 0 1 0 0 兼6

1

必
修
科
目

0

日本語トレーニングⅠ 1前 2 2 1 1

1

0

日本語トレーニングⅡ 1後 2 2 1 1

1 0

英語トレーニングⅠ 1前 2 1

1 0

英語トレーニングⅡ 1後 2 1

0 1

1 0

1 0

英語発音スキルⅠ 1前 2 0 1

0 1

1 0

1 0

英語発音スキルⅡ 1後 2 0 1

身体表現ワークショップ 1前 2 1

シンキングゲームⅠ 1前 2 1

シンキングゲームⅡ 1後 2 1

1 1

インプロ・ゲーム 1前 2 3 2 2

1

2

3 1

テーマ・シンキング 2前 2 3 2 2

2

3 1

小計　（11科目） ― 22 0 0 3 2 2 0 0 兼0

必
修
科
目

(

総
合
演
習

)

2 1

3 0

言語芸術基礎Ⅰ 2前 2 3 2 1

2 1

3 0

言語芸術基礎Ⅱ 2後 2 3 2 1

2

3 0

言語芸術演習Ⅰ 3前 2 3 2 1

2

3 0

専
門
教
育
科
目
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学内人事に伴う昇格（25）

学内人事に伴う昇格（25）

―

担当割変更（27）

学内人事に伴う昇格（25）

ｵﾑﾆﾊﾞｽ

担当割変更（27）

学内人事に伴う昇格（25）

ｵﾑﾆﾊﾞｽ

受講者数を考慮し担当者を変更（27）

学内人事に伴う昇格（25）

集中

ｵﾑﾆﾊﾞｽ

ｵﾑﾆﾊﾞｽ

受講者数を考慮し担当者を変更（27）

学内人事に伴う昇格（25）

集中

―

教育効果を考慮し担当者を追加（26）

ﾘﾋﾟｰﾄ

ﾘﾋﾟｰﾄ

受講者数を考慮し担当者を変更（27）

教育効果を考慮し担当者を追加（26）

ﾘﾋﾟｰﾄ

ﾘﾋﾟｰﾄ

受講者数を考慮し担当者を変更（27）

教育効果を考慮し担当者を追加（26）

ﾘﾋﾟｰﾄ

教育効果を考慮し担当者を追加（26）

ﾘﾋﾟｰﾄ

教育効果を考慮し担当者を追加（26）

ﾘﾋﾟｰﾄ

教育効果を考慮し担当者を追加（27）

ﾘﾋﾟｰﾄ

教育効果を考慮し担当者を追加（27）

ﾘﾋﾟｰﾄ

集中

集中

担当者1名就任辞退による変更（27）

担当者1名就任辞退による変更（27）

集中

必
修
科
目

(

総
合
演
習

)

言語芸術演習Ⅱ 3後 2 3 2 1

3 0

言語芸術研究Ⅰ 4前 4 3 2 1

3 0

言語芸術研究Ⅱ 4後 4 3 2 1

1

3 0

小計　（6科目） ― 16 0 0 3 2 1 0 0 兼0

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

専
門
教
育
科
目

備　　　　考
必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

専
門
教
育
科
目

選
択
必
修
科
目

1

2 0

海外フィールドワーク(理論)Ⅰ 3前 2 1 1 1

1

2 0

海外フィールドワーク(理論)Ⅱ 3後 2 1 1 1

1 0

0 3 1

海外フィールドワーク(実践) 3前 6 3 2 2

国内フィールドワーク(理論)Ⅰ 3前 2 2 1 1

国内フィールドワーク(理論)Ⅱ 3後 2 2 1 1

1

2 3 1

国内フィールドワーク(実践) 3前 4 3 2 2

2

3 1

小計　（6科目） ― 0 18 0 3 2 2 0 0 兼0

大
学
共
通
科
目

選
択
科
目

兼5

Test Preparation 1･2･3･4前･後 2 兼4

Speaking Skills Ａ 2･3･4前 2 兼6

兼6

兼7

Speaking Skills Ｂ 2･3･4後 2 兼6

Reading Skills Ａ 2･3･4前 2 兼5

兼5

兼6

Reading Skills Ｂ 2･3･4後 2 兼5

兼4

Listening Skills 2･3･4前 2 兼3

兼4

Writing Skills 2･3･4後 2 兼3

兼2

Academic Reading Ａ 3･4前 2 兼1

兼2

Academic Reading Ｂ 3･4後 2 兼1

中国語Ⅰ 1･2･3･4前 2 兼1

中国語Ⅱ 1･2･3･4後 2 兼1

中国語Ⅲ 2･3･4前 2 兼1

中国語Ⅳ 2･3･4後 2 兼1

韓国語Ⅰ 1･2･3･4前 2 兼1

韓国語Ⅱ 1･2･3･4後 2 兼1

韓国語Ⅲ 2･3･4前 2 兼1

韓国語Ⅳ 2･3･4後 2 兼1

フランス語Ⅰ 1･2･3･4前 2 兼1

フランス語Ⅱ 1･2･3･4後 2 兼1

フランス語Ⅲ 2･3･4前 2 兼1

フランス語Ⅳ 2･3･4後 2 兼1

異文化へのアプローチ(欧米) 1･2･3･4前 2 兼1

異文化へのアプローチ(アジア) 1･2･3･4前 2 兼1

兼2

健康・スポーツ科学実習Ａ 1･2･3･4前 1 兼3

兼2

健康・スポーツ科学実習Ｂ 1･2･3･4後 1 兼3

社会人入門Ⅰ 1後 2 兼1

社会人入門Ⅱ 2後 2 兼1

社会人入門Ⅲ 3前 2 兼1

インターンシップ 2前・後 2 兼1

兼3
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教育効果を考慮し担当者を追加（25）

教育効果を考慮し担当者を追加（27）

教育効果を考慮し担当者を追加（26）

教職課程認定委員会からの意見を受け担当者を変更（27）

教職課程認定委員会からの意見を受け担当者を追加（26）

担当者1名就任辞退による変更（27）

―

教育効果を考慮し開講期を変更（27）

教育効果を考慮し担当者を新規採用（26）

担当者就任辞退のため、後任を公募中（25）

教育効果を考慮し開講期を変更（25）

教育効果を考慮し担当者・開講期を変更（25）

教育効果を考慮し開講期を変更（27）

教育効果を考慮し開講期を変更（27）

ﾘﾋﾟｰﾄ

担当者1名就任辞退による変更（26）

開講クラス数減による変更（27）

担当者1名就任辞退による変更（26）

開講クラス数減による変更（27）

開講クラス数減による変更（27）

集中

大
学
共
通
科
目

選
択
科
目

ＰＣ演習Ａ(ワード) 1･2･3･4前･後 2 兼2

兼5

ＰＣ演習Ｂ(エクセル) 1･2･3･4前･後 2 兼3

兼4

兼1

教育原論

ＰＣ演習Ｃ(応用) 1･2･3･4前･後 2

教職課程認定委員会からの意見を
受け科目名称を変更（25）教育原理Ⅰ 2･3･4前 2 兼2

教育経営論 教職課程認定委員会からの意見を
受け科目名称を変更（25）教育原理Ⅱ 2･3･4後 2 兼2

兼1

兼2

教育心理学 2･3･4後 2 兼1
2･3･4前・前集 兼1

人権教育の理論と指導法 2･3･4前 2 兼2

障害児教育の理論と指導法 2･3･4後 2 兼1

兼31

兼34

0 0 0 0 0 0 兼30小計　（37科目） ― 0 72

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

人
文
学
部
共
通
科
目

選
択
科
目

生命科学入門 1･2･3･4後 2 兼1
1･2･3･4前

ヘルシーダイエット 1･2･3･4後 2 兼1

自然と環境 1･2･3･4後 2 兼1

ジェンダースタディ(女性と社会) 1･2･3･4後 2 兼1

兼1

兼0

ジェンダースタディ(女性と性) 1･2･3･4前 2 兼1

ジェンダースタディ(女性と聖書) 1･2･3･4後 2 兼1
1･2･3･4後

人権と法(著作権法を含む) 1･2･3･4前 2 兼1

日本国憲法 1･2･3･4前 2 兼1

文化人類学 1･2･3･4前 2 兼1
1･2･3･4後 1

社会学入門 1･2･3･4前 2 0 兼1

経済学入門 1･2･3･4前 2 兼1

国際経済論 2･3･4後 2 兼1

政治学入門(国際政治を含む) 2･3･4前 2 兼1

国際法入門 1･2･3･4後 2 兼1

国際社会と民族 1･2･3･4前 2 兼1

人間形成と教育 1･2･3･4前 2 兼1

比較教育Ａ(日本と欧米) 2･3･4前 2 兼1

比較教育Ｂ(日本とアジア) 2･3･4後 2 兼1

児童文学(英語) 2･3･4後 2 兼1

キッズコミュニケーション 3･4前 2 兼1
2･3･4前後

児童英語教育法 2･3･4前 2 兼1

児童英語指導法演習Ⅰ 3･4前 2 兼1

児童英語指導法演習Ⅱ 3･4後 2 兼1

3･4前後

児童英語フィールドワーク 3･4前 2 兼1

兼1

児童日本語教育法 2･3･4後 2 兼2

兼1

兼2

日本語コミュニケーション技法Ａ 2･3･4後 2 兼3

兼1

日本語コミュニケーション技法Ｂ 3･4前 2 兼3

兼1

日本語コミュニケーション技法Ｃ 3･4後 2 兼3

日本語教育概論Ⅰ 2･3･4前 2 兼1

日本語教育概論Ⅱ 2･3･4後 2 兼1

日本語教材研究Ⅰ 3･4前 2 兼1

日本語教材研究Ⅱ 3･4後 2 兼1

日本語教授法演習Ⅰ 4前 2 兼1

日本語教授法演習Ⅱ 4後 2 兼1

日本語教育実習フィールドワーク 2･3･4前･後 2 兼1

兼21
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―

受講者数を考慮し担当者を変更（27）

受講者数を考慮し担当者を変更（25）

集中･ﾘﾋﾟｰﾄ
受講者数・教育効果を考慮し開講期・担当者を変更（27）

教育効果を考慮し開講期を変更及び

受講者数を考慮し担当者を変更（25）

集中･ﾘﾋﾟｰﾄ

教育効果を考慮し開講期を変更（25）

学内人事に伴う昇格（25）

学内人事に伴う昇格（25）

学内人事に伴う昇格（25）

集中

集中　教育効果を考慮し開講期を変更（27）

集中　教育効果を考慮し開講期を変更（27）

教育効果を考慮し開講期を変更（27）

教育効果を考慮し開講期・担当者を変更（27）

教育効果を考慮し開講期を変更（27）

ﾘﾋﾟｰﾄ　教育効果を考慮し開講期を変更（27）

集中･ﾘﾋﾟｰﾄ

ﾘﾋﾟｰﾄ　教育効果を考慮し開講期を変更（27）

ﾘﾋﾟｰﾄ　教育効果を考慮し開講期を変更（25）

集中･ﾘﾋﾟｰﾄ

教育効果を考慮し開講期を変更（27）

集中･ﾘﾋﾟｰﾄ

ﾘﾋﾟｰﾄ　教育効果を考慮し開講期を変更（26）

集中･ﾘﾋﾟｰﾄ

ﾘﾋﾟｰﾄ　教育効果を考慮し開講期を変更（27）

集中･ﾘﾋﾟｰﾄ

受講者数を考慮し担当者を変更（27）

ﾘﾋﾟｰﾄ　教育効果を考慮し開講期を変更（26）

学内人事に伴う昇格（25）

集中･ﾘﾋﾟｰﾄ

教育効果を考慮し開講期を変更（27）

集中･ﾘﾋﾟｰﾄ

ﾘﾋﾟｰﾄ　教育効果を考慮し開講期を変更（27）

集中･ﾘﾋﾟｰﾄ

ﾘﾋﾟｰﾄ　教育効果を考慮し開講期を変更（25）

集中･ﾘﾋﾟｰﾄ

教育効果を考慮し開講期を変更（27）

集中･ﾘﾋﾟｰﾄ

ﾘﾋﾟｰﾄ　教育効果を考慮し開講期を変更（26）

集中･ﾘﾋﾟｰﾄ

人
文
学
部
共
通
科
目

選
択
科
目

1 兼22

小計　（35科目） ― 0 70 0 0 0 0 0 0 兼24

専
門
教
育
科
目

選
択
科
目

兼0

0

舞台制作Ⅰ 1･2･3･4前 2 1 1 兼1

兼0
1･2･3･4後

1･2･3･4前 0

舞台制作Ⅱ 1･2･3･4後 2 1 1 兼1

ヴォイストレーニング 1･2･3･4後 2 兼1

映画と社会 1･2･3･4後 2 1

映画研究Ｊ 1･2･3･4前 2 1
1･2･3･4後

映画研究Ｅ 1･2･3･4前 2 1

英語ボキャブラリービルディングⅠ 2･3･4前 2 1

英語ボキャブラリービルディングⅡ 2･3･4後 2 1

ポップカルチャーＪ 2･3･4前 2 1

1 0

ポップカルチャーＥ 2･3･4前 2 0 1

古典文化Ｊ 2･3･4後 2 1

古典文化Ｅ 2･3･4後 2 兼1

名作を読むＪⅠ 2･3･4前 2 1

1 0

名作を読むＥⅠ 2･3･4後 2 0 1

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

専
門
教
育
科
目

選
択
科
目

小説のスタイル 2･3･4前 2 1

1 0

詩のスタイル 2･3･4前 2 0 1

物語のスタイル 2･3･4後 2 1

美術館・博物館フィールドワーク 2･3･4後 2 1

劇場フィールドワークⅠ 2･3･4前 2 1

劇場フィールドワークⅡ 2･3･4後 2 1

宗教と文化 3･4後 2 1

3･4前

演劇・芸能研究Ｊ 3･4後 2 1

3･4前 0 兼1

演劇・芸能研究Ｅ 3･4後 2 1

名作を読むＪⅡ 3･4前 2 1

名作を読むＥⅡ 3･4後 2 1

3･4後

NPO入門 3･4前 2 兼1

言語芸術ワークショップＡ 1･2･3･4前 2 1

1･2･3･4後

言語芸術ワークショップＢ 1･2･3･4前 2 1
1･2･3･4後

言語芸術ワークショップＣ 1･2･3･4前 2 1

言語芸術ワークショップＤ 1･2･3･4前 2 1

言語芸術ワークショップＥ 1･2･3･4前 2 1
1･2･3･4前 兼1
1･2･3･4前・後 0

1 0

言語芸術ワークショップＦ 1･2･3･4前 2 0 1
1･2･3･4後

言語芸術ワークショップＧ 1･2･3･4前 2 1
1･2･3･4後

言語芸術フィールドワークＡ 1･2･3･4前 2 1
1･2･3･4後 　

言語芸術フィールドワークＢ 1･2･3･4前 2 1
1･2･3･4後

言語芸術フィールドワークＣ 1･2･3･4前 2 1
1･2･3･4後

言語芸術フィールドワークＤ 1･2･3･4前 2 1
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教育効果を考慮し開講期・担当者を変更（27）

集中･ﾘﾋﾟｰﾄ
ﾘﾋﾟｰﾄ　教育効果を考慮し開講期・担当者を変更（27）

学内人事に伴う昇格（25）

集中･ﾘﾋﾟｰﾄ

教育効果を考慮し開講期を変更（27）

集中･ﾘﾋﾟｰﾄ

集中

教育効果を考慮し開講期を変更（25）

学内人事に伴う昇格（25）

学内人事に伴う昇格（25）

―

―

教職課程認定委員会からの意見を受け科目を追加（25）

教職課程認定委員会からの意見を受け科目を追加（25）

―

―

専
門
教
育
科
目

選
択
科
目

1･2･3･4後 1 0

言語芸術フィールドワークＥ 1･2･3･4前 2 1

0 兼1
1･2･3･4後 1 0

言語芸術フィールドワークＦ 1･2･3･4前 2 0 1
1･2･3･4後

言語芸術フィールドワークＧ 1･2･3･4前 2 1

アートマネージメント 2･3･4前 2 兼1
1･2･3･4前

異文化コミュニケーション 1･2･3･4後 2 兼1

初級英語音声学 2･3･4後 2 1

英語学概論 2･3･4後 2 1

英文法Ⅰ 2･3･4前 2 兼1

英文法Ⅱ 2･3･4後 2 兼1

第二言語習得理論Ⅰ 2･3･4前 2 兼1

第二言語習得理論Ⅱ 2･3･4後 2 兼1

イギリス文学の変遷Ⅰ 2･3･4前 2 1

イギリス文学の変遷Ⅱ 2･3･4後 2 1

1 0

イギリス文学Ⅰ 3･4前 2 0 1

1 0

イギリス文学Ⅱ 3･4後 2 0 1

アメリカ文学の変遷Ⅰ 2･3･4前 2 兼1

アメリカ文学の変遷Ⅱ 2･3･4後 2 兼1

アメリカ文学Ⅰ 3･4前 2 兼1

アメリカ文学Ⅱ 3･4後 2 兼1

4 3 1

小計　（56科目） ― 0 112 0 3

4

2 2 0 0 兼10

兼61

小計　（159科目） ― 54 272 0 兼64

3 1 兼62

専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由

3 2 2 0 0

教
職
に
関
す
る
科
目

教師論 2前

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数

教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

2

2

兼1

兼1

教育課程論 2前 2 兼1

英語科教育法Ⅰ 2前

英語科教育法Ⅲ 3前 2

英語科教育法Ⅱ 2後 2

兼1

兼1

道徳教育の理論と指導法 3後 2

英語科教育法Ⅳ 3後 2

兼1

兼1

2後 2 兼1

教育方法論 2後 2 兼1

特別活動の理論と指導法

生徒指導の理論と指導法 3前 2 兼1

教育相談 3後 2 兼1

教育実習Ⅰ 3後～4前 1 兼1

教育実習ⅡＡ 4後 4 兼1

教育実習ⅡＢ 4後 2 兼1

教職実践演習(中・高) 4後 2 兼1

兼4

兼6

小計　（15科目） 31 兼5

小計　（13科目） ― 0 0 27 0 0 0 0 0 兼4

兼64

兼67

合計　（174科目） 31 4 3 1 兼66

合計　（172科目） ― 54 272 27 3 2 2 0 0 兼67

（注）・  認可申請書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・  設置認可時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上
　　　　で，前年度報告時（平成２７年度に認可された大学等は設置認可時）より変更されているものは赤字見え消し
　　　　修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。
　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　　赤字で見え消し修正をしてください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

　　　・  兼任，兼担の教員が担当する授業科目については，備考欄に担当する教員数を「兼○」と記入してください。
　　　・  授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては，
　　　　「専任教員採用等設置計画変更書」の審査予定年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合
　　　　には，「平成○年○月　提出予定」と記入してください。）
　　　・  「配当年次」について，設置認可申請時に開講時期を記入する必要がなかった学部等（平成１９年度認可
　　　　以前）についても，設置認可時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，
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（２） 授業科目数

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　　　　考

必　修 選択必修 選　択 自　由 計 必　修 選択必修 選　択 自　由 計

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

25 6 128 13 172 25 6 128 15 174 教職課程認定委員会からの意見を受け
2科目を追加（25）

[　0　] [　0　] [　2　] [　2　]

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに，［　］内に，届出時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）
　　　・　資格に関する課程など，別課程としている授業科目については算入する必要はありません。

[　0　]
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

1 言語芸術ワークショップＥ 2 1･2･3･4前 専門 選択 教育効果を考慮し次年度開講に向けてあり方を検討。

２

３

４

５

６

７

８

９

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１ 該当なし

２

３

（３） 未開講科目

（注）・　設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって
　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。
　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（４） 廃止科目

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して
　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。
　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

未開講科目
開講に向け、そのあり方を集中講義形式の見直しを含めながら、教育効果を高めていけるよう工夫していく。該当科目
は次年度以降も履修可能であり、リピート科目でもあることから、支障ないよう適切に対応していく。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周
　　　　知方法」を記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。

　　　　

未開講科目と廃止科目の計
＝ 0.01

設置時の計画の授業科目数の計
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備考

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計
福岡女学院大学短期大学
部と共用

校
　
　
地
　
　
等

47,653.47 47,653.47

校 舎 敷 地 ―　　　㎡ 48,165.98㎡ ―　　　㎡ 48,165.98㎡

運動場用地 ―　　　㎡ 8,584.82 ㎡ ―　　　㎡ 8,584.82 ㎡
校舎敷地の一部に新バス
停が設置されたことによ
り面積が減少した為、変
更が生じた(27)

56,238.29 56,238.29

小　　　計 ―　　　㎡ 56,750.80 ㎡ ―　　　㎡ 56,750.80 ㎡

そ　の　他 ―　　　㎡ 2,657.23 ㎡ ―　　　㎡ 2,657.23 ㎡

58,895.52 58,895.52

合　　　計 ―　　　㎡ 59,408.03㎡ ―　　　㎡ 59,408.03㎡

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

287 ㎡ 26,280.58 ㎡ ―　　　㎡ 26,567.58 ㎡
福岡女学院大学短期大学
部と共用

（　　　　287 ㎡） （　24,075.26 ㎡） （     ―     ㎡） （　24,362.26 ㎡）

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設
福岡女学院大学短期大学
部と共用
125周年記念館の新築と
既存校舎の用途変更中に
よる変更。(25)
125周年記念館の新築完
成と既存校舎の用途変更
による変更。(26)
1号館改修工事による用
途変更(27)

51 14 3       室

49       室 6　　　 室 15　　 　室 4　　　 室     4       室

   38       室     7       室    16       室     8       室     6       室

（補助職員　 3 人）（補助職員　0 人）

(４) 専任教員研究室
新設学部等の名称 室　　　　　　数

 人文学部 言語芸術学科 7 室

　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌
視聴覚資料 機械・器具 標　　本

福岡女学院大学短期大学
部と共用につき大学・短
大全体の数値を計上して
いる。
電子ジャーナル数はバー
ジョンアップによりタイ
トル数が大幅に増加し
た。（25）

学術雑誌に一般雑誌が含
まれていたため、これを
更正した。（26）

電子ジャーナルはバー
ジョンアップによりタイ
トル数が大幅に増加し
た。（26）

雑誌の価格高騰と保管ス
ペースの問題から、雑誌
の購入見直しを図った。
（27）

(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

図
書
・
設
備

冊 種 〔うち外国書〕 点 点 点

9,000〔9,000〕156〔　34〕

249,200〔57,200〕   235〔　76〕 6,653〔6,653〕 9,960

(242,416〔56,418〕) ( 138〔　35〕)  2,361〔2,361〕 (9,023) 1,517 0

（238,237〔55,574〕） （　156〔34〕） （　8,603〔8,603〕） ( 8,769)

（235,280〔56,071〕） （　202〔40〕） （　6,653〔6,653〕） ( 8,416) （ 1,477 ）

（239,300〔56,300〕） （　235〔76〕） （　2,361〔2,361〕） （　8,760 ） （　1,457 ） （ 0 ）

　9,000〔9,000〕156〔　34〕

(242,416〔56,418〕) ( 138〔　35〕)  2,361〔2,361〕 (9,023)

（235,280〔56,071〕） （　202〔40〕）

  235〔　76〕  6,653〔6,653〕 9,960

1,517 0

（238,237〔55,574〕） （　156〔34〕） （　8,603〔8,603〕） ( 8,769)

（　6,653〔6,653〕） （　8,416 ) （ 1,477 ）

（239,300〔56,300〕） （　235〔76〕） （　2,361〔2,361〕） （　8,760 ） （　1,457 ） （ 0 ）

(６) 図　　書　　館
面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

福岡女学院大学短期大学
部と共用

3,552.28 ㎡ 400 205,000

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

福岡女学院大学短期大学
部と共用

1,860.34 ㎡ テニスコート4面

249,200〔57,200〕
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備考

経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度 区　　分

7,000 千円 7,000 千円

開設前年度 開設年度 完成年度

(８) 教員１人当り研究費等 500 千円 500 千円 図書購入費 22,000 千円 22,000 千円 22,000 千円
大学・短大全体教員研究
費は一人50万円の範囲内
で旅費、設備費、図書費
消耗品費に使用すること
ができる。

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等

8,600 千円 8,600 千円

設 備 購 入 費
3,000 千円 3,000 千円 3,000 千円

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次
共同研究費のうち、短期
海外研修助成金及び傾斜
配分教育研究費を計160
万円増額した。(25)1,185 千円 975 千円 975 千円 975 千円 ―　千円 ―　千円

学生納付金以外の維持方法の概要 入学検定料収入および補助金収入等で維持する。

（注）・　設置時の計画を，申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合，　　　　

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成２７年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，その

　　　　理由及び報告年度「（27）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

大学院 福岡県福岡市南区

 人文科学研究科 曰佐3丁目42番1号

 修士課程

  比較文化専攻 2 5 ― 11 修士(比較文化) 0.43 平成15年度

  臨床心理学専攻 2 10 ― 20 修士(心理学) 1.40 平成15年度

  発達教育学専攻 2 5 ― 5 修士(発達教育学) 1.20 平成27年度

 人文学部 3年次

  現代文化学科 4 100 5 410 学士(人文学) 1.12 平成13年度

  表現学科 4 ― ― ― 学士(人文学) ― 平成13年度

  言語芸術学科 4 50 2 152 学士(人文学) 0.78 平成25年度

  ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 4 50 2 152 学士(人文学) 1.03 平成25年度

  英語学科 4 ― ― ― 学士(人文学) ― 平成15年度

 人間関係学部 3年次

  心理学科 4 120 4 488 学士(人間関係学) 0.87 平成11年度

  子ども発達学科 4 120 4 488 学士(人間関係学) 1.06 平成11年度

 国際キャリア学部 3年次

  国際英語学科 4 50 2 100 学士(国際英語) 1.13 平成26年度

  国際キャリア学科 4 70 3 140 学士(国際英語)
1.14
1.15

平成26年度

大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

 英語科 2 100 ― 200 短期大学士(英語) 1.00 昭和39年度 福岡県福岡市南区

曰佐3丁目42番1号

大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

 看護学部 福岡県古賀市千鳥

 看護学科 4 100 ― 400 学士(看護学) 1.10 平成20年度 1丁目1番7号

４　既設大学等の状況

　福岡女学院大学

※平成27年度よ
り入学定員減(△
1名)(比較文化専
攻)

※平成25年度よ
り学生募集停止
(表現学科)

　　　・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。

※平成26年度よ
り学生募集停止
(英語学科)

　福岡女学院大学短期大学部

　福岡女学院看護大学

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学部，学科），

　　　　大学院（専攻）及び短期大学（学科）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，

　　　　平成２７年５月１日現在の上記項目の情報を記入してください。

      ・ＡＣ対象学部等についても必ず記入してください。

　　　・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　　平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください。

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員・収容定員・平均入学定員超過率は「－」とし，

　　　　「備考」に「平成○○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　　※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上

　　　　　の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。
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言語芸術フィールドワークＢ 言語芸術フィールドワークＢ

劇場フィールドワークⅠ

劇場フィールドワークⅡ 劇場フィールドワークⅡ

言語芸術ワークショップＢ 言語芸術ワークショップＢ

演劇・芸能研究Ｊ 演劇・芸能研究Ｊ

古典文化Ｊ 古典文化Ｊ

美術館・博物館フィールドワーク 美術館・博物館フィールドワーク

劇場フィールドワークⅠ

国内フィールドワーク(実践)

舞台制作Ⅰ 舞台制作Ⅰ

舞台制作Ⅱ 舞台制作Ⅱ

海外フィールドワーク(実践) 受講者数を考慮し担当を変更（27）

国内フィールドワーク(理論)Ⅰ※ 国内フィールドワーク(理論)Ⅰ※

国内フィールドワーク(理論)Ⅱ※ 国内フィールドワーク(理論)Ⅱ※

言語芸術演習Ⅱ

言語芸術研究Ⅰ 言語芸術研究Ⅰ

言語芸術研究Ⅱ 言語芸術研究Ⅱ

言語芸術基礎Ⅱ※ 言語芸術基礎Ⅱ※

言語芸術演習Ⅰ 言語芸術演習Ⅰ

インプロ・ゲーム インプロ・ゲーム※ 教育効果を考慮し授業形態を変更（25）

テーマ・シンキング※ テーマ・シンキング※

教授
岩井　眞實

平成25年4月

言語芸術基礎Ⅰ※

日本語トレーニングⅠ※

日本語トレーニングⅡ※ 日本語トレーニングⅡ※

身体表現ワークショップ 身体表現ワークショップ

専 教授
岩井　眞實

平成25年4月

日本語トレーニングⅠ※

専

言語芸術基礎Ⅰ※

言語芸術演習Ⅱ

海外フィールドワーク(実践)

国内フィールドワーク(実践)

言語芸術ワークショップＡ 言語芸術ワークショップＡ

言語芸術フィールドワークＡ 言語芸術フィールドワークＡ

名作を読むＪⅠ

物語のスタイル 物語のスタイル

名作を読むＪⅡ 名作を読むＪⅡ

国内フィールドワーク(理論)Ⅰ※

国内フィールドワーク(理論)Ⅱ※ 国内フィールドワーク(理論)Ⅱ※

国内フィールドワーク(実践) 国内フィールドワーク(実践)

言語芸術研究Ⅰ

言語芸術研究Ⅱ 言語芸術研究Ⅱ

海外フィールドワーク(実践) 海外フィールドワーク(実践) 受講者数を考慮し担当を変更（27）

言語芸術演習Ⅰ 言語芸術演習Ⅰ 任期満了のため学部長職を辞任
（27）

言語芸術演習Ⅱ 言語芸術演習Ⅱ

テーマ・シンキング※ テーマ・シンキング※

言語芸術基礎Ⅰ※ 言語芸術基礎Ⅰ※ 学部長業務に専念するため（25）

教授
(学部
長)
(学科
長)

吉田　修作
平成25年4月

言語芸術基礎Ⅱ※

日本語トレーニングⅠ※

日本語トレーニングⅡ※ 日本語トレーニングⅡ※

インプロ・ゲーム インプロ・ゲーム※ 教育効果を考慮し授業形態を変更（25）

専

教授
(学部
長)
(学科
長)

吉田　修作 平成25年4月

日本語トレーニングⅠ※

専

言語芸術基礎Ⅱ※

言語芸術研究Ⅰ

国内フィールドワーク(理論)Ⅰ※

名作を読むＪⅠ

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考
専任・

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

専任・

５　教員組織の状況

＜人文学部　言語芸術学科＞

（１） 担当教員表

15



教授専
上田　　修

平成25年4月 専

インプロ・ゲーム

英語ボキャブラリービルディングⅠ

の別　

兼任　 兼任　

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

の別　

専任・

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

備　　考
専任・

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

兼担・

言語芸術フィールドワークＤ 言語芸術フィールドワークＤ

社会学入門 教育効果を考慮し科目を追加（25）

ポップカルチャーＪ ポップカルチャーＪ

言語芸術ワークショップＤ 言語芸術ワークショップＤ

国内フィールドワーク(実践)

映画と社会 映画と社会

映画研究Ｊ 映画研究Ｊ

国内フィールドワーク(実践)

海外フィールドワーク(実践) 受講者数を考慮し担当者を変更（27）

国内フィールドワーク(理論)Ⅰ※ 国内フィールドワーク(理論)Ⅰ※

国内フィールドワーク(理論)Ⅱ※ 国内フィールドワーク(理論)Ⅱ※

言語芸術演習Ⅱ

言語芸術研究Ⅰ 言語芸術研究Ⅰ

言語芸術研究Ⅱ 言語芸術研究Ⅱ

言語芸術基礎Ⅱ※ 言語芸術基礎Ⅱ※

言語芸術演習Ⅰ 言語芸術演習Ⅰ

インプロ・ゲーム※ 教育効果を考慮し授業形態を変更（25）

テーマ・シンキング※ テーマ・シンキング※

准教授
文屋　　敬

平成25年4月

言語芸術基礎Ⅰ※

海外フィールドワーク(実践)

日本語トレーニングⅠ※

日本語トレーニングⅡ※ 日本語トレーニングⅡ※

シンキングゲームⅡ シンキングゲームⅡ

専 准教授
文屋　　敬

平成25年4月

日本語トレーニングⅠ※

専

言語芸術基礎Ⅰ※

言語芸術演習Ⅱ

教授
(学科
長)

英語学概論 英語学概論

英語トレーニングⅡ 担当割変更（27）

学科長予定者が学部長業務に専
念のため新たに選出（25）

平成27年4月

言語芸術フィールドワークＣ 言語芸術フィールドワークＣ

初級英語音声学 初級英語音声学

名作を読むＥⅡ 名作を読むＥⅡ

英語ボキャブラリービルディングⅠ

言語芸術ワークショップＣ 言語芸術ワークショップＣ

英語ボキャブラリービルディングⅡ 英語ボキャブラリービルディングⅡ

小説のスタイル 小説のスタイル

海外フィールドワーク(実践) 海外フィールドワーク(実践) 受講者数を考慮し担当者を変更（27）

国内フィールドワーク(実践) 国内フィールドワーク(実践) 受講者数を考慮し担当者を変更（27）

上田　　修
海外フィールドワーク(理論)Ⅰ※ 海外フィールドワーク(理論)Ⅰ※

海外フィールドワーク(理論)Ⅱ※ 海外フィールドワーク(理論)Ⅱ※

言語芸術研究Ⅰ 言語芸術研究Ⅰ

言語芸術研究Ⅱ 言語芸術研究Ⅱ

言語芸術演習Ⅰ 言語芸術演習Ⅰ

言語芸術演習Ⅱ 言語芸術演習Ⅱ

言語芸術基礎Ⅰ※ 言語芸術基礎Ⅰ※

言語芸術基礎Ⅱ※ 言語芸術基礎Ⅱ※

インプロ・ゲーム インプロ・ゲーム※ 教育効果を考慮し授業形態を変更（25）

テーマ・シンキング※ テーマ・シンキング※

英語発音スキルⅡ 教育効果を考慮し担当者を変更（26）

シンキングゲームⅠ シンキングゲームⅠ

教育効果を考慮し担当者を変更（27）

英語トレーニングＩ 教育効果を考慮し担当者を変更（26）

英語発音スキルＩ 教育効果を考慮し担当者を変更（26）

兼担・

教育効果を考慮し担当者を変更（27）
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専 准教授
道行　千枝

平成25年4月

平成25年4月道行　千枝准教授専

教授 髙島　一路

職名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

専任・

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

専任・

言語芸術フィールドワークＦ 教育効果を考慮し担当者を変更（27）

イギリス文学Ⅱ イギリス文学Ⅱ

兼任 講師 平成27年4月
言語芸術ワークショップＦ 受講者数を考慮し担当者を変更（27）

イギリス文学の変遷Ⅰ 教育効果を考慮し担当者を変更（26）

イギリス文学Ⅰ イギリス文学Ⅰ

言語芸術ワークショップＦ 言語芸術ワークショップＦ 受講者数を考慮し担当者を変更（27）

言語芸術フィールドワークＦ 言語芸術フィールドワークＦ 教育効果を考慮し担当者を変更（27）

名作を読むＥⅠ 名作を読むＥⅠ

詩のスタイル 詩のスタイル

国内フィールドワーク(実践) 国内フィールドワーク(実践) 受講者数を考慮し担当者を変更（27）

ポップカルチャーＥ ポップカルチャーＥ

 講師 海外フィールドワーク(理論)Ⅱ※

海外フィールドワーク(実践) 海外フィールドワーク(実践)

言語芸術研究Ⅱ

海外フィールドワーク(理論)Ⅰ※ 准教授 海外フィールドワーク(理論)Ⅰ※ 学内人事に伴う昇任（25）

言語芸術演習Ⅱ 言語芸術演習Ⅱ

言語芸術研究Ⅰ 言語芸術研究Ⅰ

言語芸術基礎Ⅰ※

言語芸術基礎Ⅱ※ 言語芸術基礎Ⅱ※

言語芸術演習Ⅰ

担当割変更（27）

インプロ・ゲーム インプロ・ゲーム※ 教育効果を考慮し授業形態を変更（25）

平成27年4月

英語発音スキルⅠ 教育効果を考慮し担当者を変更（27）

テーマ・シンキング※

言語芸術基礎Ⅰ※

英語発音スキルⅠ 教育効果を考慮し担当者を変更（26）

英語発音スキルⅠ 英語発音スキルⅡ 教育効果を考慮し担当者を変更（27）

上村　忠実

英語発音スキルⅡ 教育効果を考慮し担当者を変更（26）英語発音スキルⅡ

専 講師
上村　忠実

平成25年4月

専

テーマ・シンキング※

言語芸術演習Ⅰ

言語芸術研究Ⅱ

海外フィールドワーク(理論)Ⅱ※

教育効果を考慮し担当者を変更（27）

専任 准教授 上村　忠実 平成27年4月 イギリス文学の変遷Ⅱ 教育効果を考慮し担当者を変更（27）

専任 平成27年4月 言語芸術フィールドワークＥ

イギリス文学の変遷Ⅱ イギリス文学の変遷Ⅱ 教育効果を考慮し担当者を変更（27）

兼任 講師 平成27年4月 演劇・芸能研究Ｅ 教育効果を考慮し担当者を変更（27）

言語芸術フィールドワークＥ 言語芸術フィールドワークＥ 教育効果を考慮し担当者を変更（27）

イギリス文学の変遷Ⅰ イギリス文学の変遷Ⅰ 教育効果を考慮し担当者を変更（26）

演劇・芸能研究Ｅ 演劇・芸能研究Ｅ 教育効果を考慮し担当者を変更（27）

言語芸術ワークショップＥ 言語芸術ワークショップＥ

舞台制作Ⅱ 舞台制作Ⅱ 受講者数を考慮し担当者を変更（25）

映画研究Ｅ 映画研究Ｅ

国内フィールドワーク(実践) 国内フィールドワーク(実践) 受講者数を考慮し担当者を変更（27）

舞台制作Ⅰ 舞台制作Ⅰ 受講者数を考慮し担当者を変更（25）

海外フィールドワーク(理論)Ⅱ※ 海外フィールドワーク(理論)Ⅱ※ 担当割変更（27）

海外フィールドワーク(実践) 海外フィールドワーク(実践) 受講者数を考慮し担当者を変更（27）

言語芸術研究Ⅱ 言語芸術研究Ⅱ

海外フィールドワーク(理論)Ⅰ※ 海外フィールドワーク(理論)Ⅰ※ 担当割変更（27）

言語芸術演習Ⅱ 言語芸術演習Ⅱ 担当割変更（27）

言語芸術研究Ⅰ 言語芸術研究Ⅰ

言語芸術基礎Ⅱ※ 言語芸術基礎Ⅱ※ 担当割変更（27）

言語芸術演習Ⅰ 言語芸術演習Ⅰ 担当割変更（27）

テーマ・シンキング※ テーマ・シンキング※ 受講者数を考慮し担当者を変更（26）

言語芸術基礎Ⅰ※ 言語芸術基礎Ⅰ※ 受講者数を考慮し担当者を変更（26）

英語トレーニングⅡ 英語トレーニングⅡ 担当割変更（27）

インプロ・ゲーム インプロ・ゲーム 受講者数を考慮し担当者を変更（25）

就任予定年月 担当授業科目名

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考

英語トレーニングⅠ 英語トレーニングⅠ 教育効果を考慮し担当者を変更（26）

氏　　名
（年　齢）
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専 講師
大島　一利

平成25年4月 専 講師

言語芸術フィールドワークＧ

宗教と文化

国内フィールドワーク(実践)

テーマ・シンキング※

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考
専任・

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名

平成25年4月
ＰＣ演習Ａ（ワード）

教育効果を考慮し担当者を追加
（25）

教授 金藤　完三郎兼担

アメリカ文学Ⅱ

兼担 教授 山本　　博 平成27年4月
アメリカ文学Ⅰ

講師 平成27年4月
英語科教育法Ⅲ

教育効果を考慮し担当者を変更（27）
英語科教育法Ⅳ

教授 細川　博文 平成26年4月
英語科教育法Ⅲ

英語科教育法Ⅳ 英語科教育法Ⅳ

講師 平成26年4月
英語科教育法 I

教育効果を考慮し担当者を変更（26）
英語科教育法Ⅱ 英語科教育法Ⅱ

兼担 教授 細川　博文 平成26年4月

英語科教育法 I

兼任

英語科教育法Ⅲ

兼担

兼任

異文化へのアプローチ(欧米) 教育効果を考慮し担当者を変更（27）

異文化へのアプローチ(アジア) 兼担 教授 守山　惠子 平成27年4月 異文化へのアプローチ(アジア) 教育効果を考慮し担当者を変更（27）

教育効果を考慮し担当者を変更（27）

兼担 教授 日野　資成 平成25年4月
異文化へのアプローチ(欧米) 兼担 准教授 田中　英資 平成27年4月

講師 平成26年10月 ジェンダースタディ(女性と聖書) 教育効果を考慮し担当者を変更（26）

兼担 教授 佐島　顕子 平成27年4月 ジェンダースタディ(女性と聖書)

兼担 教授 佐島　顕子 平成25年10月 ジェンダースタディ(女性と聖書) 兼任

国際経済論

経済学入門

インターンシップ 教育効果を考慮し担当者を変更（27）

ＰＣ演習Ａ（ワード）

教授 浮田　英彦 平成27年4月 社会人入門Ⅲ 教育効果を考慮し担当者を変更（27）

インターンシップ 兼担 教授 佐島　顕子 平成27年4月

兼担 教授 岩下　伸朗 平成25年4月

社会人入門Ⅲ 兼担

ジェンダースタディ(女性と社会)

教職実践演習(中・高)

教育実習Ⅰ

教育実習ⅡＢ 教育実習ⅡＡ

教職実践演習(中・高) 教育実習ⅡＢ

生徒指導の理論と指導法 道徳教育の理論と指導法

教育実習Ⅰ 生徒指導の理論と指導法

伊藤　文一 平成26年4月

教育経営論

教育実習ⅡＡ

教職課程認定委員会 からの意見を受け科
目名称を変更および科目追加（25）

人権教育の理論と指導法 教育課程論

教師論 人権教育の理論と指導法

道徳教育の理論と指導法 教師論

アメリカ文学の変遷Ⅱ アメリカ文学の変遷Ⅱ

兼担 教授 伊藤　文一 平成26年4月

教育原理Ⅱ

兼担 教授

兼任 講師 平成27年4月
アメリカ文学の変遷Ⅰ 身分の変更（27）

兼担 教授 平成26年4月
アメリカ文学の変遷Ⅰ

兼担 教授 Daniel E.Corl 平成25年4月 異文化コミュニケーション

平成27年4月
舞台制作Ⅰ 受講者数を考慮し担当者を変更（27）

舞台制作Ⅱ 舞台制作Ⅱ 受講者数を考慮し担当者を変更（27）

言語芸術フィールドワークＧ

兼担 教授 清川　直人 平成25年4月
舞台制作Ⅰ

兼担 教授 清川　直人

宗教と文化

言語芸術ワークショップＧ 言語芸術ワークショップＧ

大島　一利
平成27年4月

国内フィールドワーク(理論)Ⅱ※ 国内フィールドワーク(理論)Ⅱ※

国内フィールドワーク(実践)

海外フィールドワーク(実践) 海外フィールドワーク(実践) 受講者数を考慮し担当者を変更（27）

国内フィールドワーク(理論)Ⅰ※ 国内フィールドワーク(理論)Ⅰ※

テーマ・シンキング※

言語芸術基礎Ⅰ※ 担当割変更（27）

言語芸術基礎Ⅱ※ 担当割変更（27）

日本語トレーニングⅡ※ 日本語トレーニングⅡ※ 受講者数を考慮し担当者を変更（25）

インプロ・ゲーム インプロ・ゲーム※ 教育効果を考慮し授業形態を変更（25）

日本語トレーニングⅠ※ 受講者数を考慮し担当者を変更（27）

日本語トレーニングⅠ※ 日本語トレーニングⅠ※ 受講者数を考慮し担当者を変更（25）

日本語トレーニングⅡ※ 受講者数を考慮し担当者を変更（27）

聖書概説

キリスト教の歴史と文化 キリスト教の歴史と文化

キリスト教人間学 キリスト教人間学

聖書概説
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兼担

日本語教育実習フィールドワーク

准教授 守山　惠子 平成26年4月

児童日本語教育法

児童英語フィールドワーク

児童英語指導法演習Ⅱ兼担 講師 平田　恵理 平成27年4月

児童英語指導法演習Ⅰ

兼担 講師 林　　千晶 平成25年4月 First-year English ＢⅠ
受講者数を考慮し担当者を追加
（26）

講師 城戸　真由美 平成25年4月 First-year English ＢⅠ
受講者数を考慮し担当科目を変
更（25）

兼担 講師 林　　千晶 平成25年4月 First-year English ＢⅠ 兼担

兼担
准教授

田中　英資 平成25年4月 文化人類学

誤記の訂正（25）

講師

比較教育Ａ（日本と欧米）

比較教育Ｂ（日本とアジア） 比較教育Ｂ（日本とアジア）

兼担 講師 田中　英資 平成25年4月 文化人類学

講師 小宮　芳幸 平成25年4月

教育原論
教職課程認定委員会からの意見
を受け科目名称を変更（25）教育原理Ⅱ 教育経営論

人間形成と教育 人間形成と教育兼担 講師 小宮　芳幸 平成25年4月

教育原理Ⅰ

兼担

比較教育Ａ（日本と欧米）

兼担 講師 城戸　真由美 平成25年4月 First-year English ＡⅡ
受講者数を考慮し担当者を追加
（26）

講師 林　　千晶 平成25年4月 First-year English ＡⅡ
受講者数を考慮し担当科目を変
更（25）

兼担 講師 城戸　真由美 平成25年10月 First-year English ＡⅡ 兼担

教育効果を考慮し担当者を変更・追加（26）

兼担 講師 Lake,J.W 平成26年4月 First-year English ＢⅠ

First-year English ＢⅠ 兼担 講師 Larson-Hall,Jenifer 平成26年4月 First-year English ＢⅠ

兼担 講師 Lake,J.W 平成26年4月 First-year English ＡⅠ

兼担 講師 Larson-Hall,Jenifer 平成26年4月 First-year English ＡⅠ

教育効果を考慮し担当者を変更・追加（26）

講師 城戸　真由美 平成25年4月 First-year English ＢⅡ 受講者数を考慮し担当者を追加（26）

兼担 講師 Arthur A. Nakano 平成25年4月

First-year English ＡⅠ

First-year English ＡⅠ 受講者数を考慮し担当者を追加（26）

First-year English ＢⅡ 兼担 講師 林　　千晶 平成25年4月 First-year English ＢⅡ 受講者数を考慮し担当者を変更（25）

講師 城戸　真由美 平成25年4月 First-year English ＡⅠ 受講者数を考慮し担当者を変更（25）

兼担 講師 林　　千晶 平成25年4月
兼担 講師 Alan Williams 平成25年4月

First-year English ＡⅠ 兼担

兼担

教授 伊藤　文一 平成27年4月
教育方法論

長期研修のため担当者を変更
（27）

講師 平成26年4月
教育原論

教育効果を考慮し担当者を変更
（26）

准教授 吉田　尚史 平成26年4月
教育原論 教職課程認定委員会 からの意見を受け科

目名称を変更および科目追加（25）　教育
効果を考慮し担当者を変更（教育原論）
（26）教育方法論

兼担 准教授 吉田　尚史 平成26年4月

教育原理Ⅰ

兼担

兼任

兼担

教職課程認定委員会 からの意見を受け担
当者を追加（26）

兼任 講師 平成27年10月 教育心理学
教職課程認定委員会 からの意見を受け担
当者を変更（27）

兼担 教授 平成26年10月 教育心理学

兼担 准教授 富永　幹人 平成26年10月 教育心理学

准教授 文屋　　敬 平成25年4月 社会学入門
教育効果を考慮し担当者を変更
（25）

兼担 准教授 富永　幹人 平成26年10月

教育心理学

兼担 准教授 高岡　文章 平成25年4月 社会学入門 専

フランス語Ⅳ

フランス語Ⅲ

フランス語Ⅱ

兼担 准教授 岡本　裕子 平成25年4月

フランス語Ⅰ

第二言語習得理論Ⅱ

第二言語習得理論Ⅰ

社会人入門Ⅰ
浮田准教授の長期研修に伴い担
当者を変更（25）

兼担 准教授 大橋　由美 平成26年4月

児童英語教育法

兼担 准教授 浮田　英彦 平成25年10月 社会人入門Ⅰ 兼任 講師 平成25年10月

日本語教授法演習Ⅱ

日本語教授法演習Ⅰ

日本語教材研究Ⅱ

日本語教材研究Ⅰ

日本語教育概論Ⅱ

日本語教育概論Ⅰ

担当授業科目名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月担当授業科目名

専任・

職名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考
専任・

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月
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教育効果を考慮し担当者を変更
（26）

ＰＣ演習Ｃ（応用）

兼任 講師 平成25年4月
ＰＣ演習Ｃ（応用）

兼任 講師 平成26年4月
情報リテラシー

兼任 講師 平成25年4月
情報リテラシー

教育効果を考慮し担当者を変更（25）
教育効果を考慮し担当者を変更（26）

兼任 講師 平成25年4月

情報リテラシー

兼任 講師 平成26年4月 アートマネージメント

兼任 講師 平成25年4月

兼任 講師 平成27年4月 ＮＰＯ入門

中国語Ⅱ

中国語Ⅰ

中国語Ⅳ

講師兼任

中国語Ⅲ

平成27年4月
Listening Skills

講師就任辞退のため担当者変更
（27）Writing Skills Writing Skills

兼任 講師 平成26年4月
Listening Skills

　　講師就任辞退（26）

平成27年4月
健康・スポーツ科学実習Ａ

講師就任辞退のため担当者変更
（27）

健康・スポーツ科学実習Ｂ 健康・スポーツ科学実習Ｂ

兼任 講師 平成26年10月 日本語コミュニケーション技法Ａ

社会人入門Ⅱ 教育効果を考慮し担当者を変更（26）

兼任 講師 平成25年4月
健康・スポーツ科学実習Ａ

兼任 講師

教育効果を考慮し担当者を追加（27）

兼任 講師 垣原　由利子 平成26年10月 社会人入門Ⅱ 兼任 講師 平成25年10月

兼任 講師 平成27年4月 ＰＣ演習Ｂ（エクセル）

ＰＣ演習Ｂ（エクセル）
教育効果を考慮し担当者を変
更・追加（26）兼任 講師 平成26年10月 ＰＣ演習Ｂ（エクセル）兼任 講師 平成25年4月

ＰＣ演習Ｂ（エクセル） 兼任 講師 平成25年4月

Writing Skills

Listening Skills

Reading Skills Ｂ

Reading Skills Ａ

Speaking Skills Ｂ

教授 伊藤　文一 平成27年10月 障害児教育の理論と指導法 講師就任辞退のため担当者変更（27）

兼任 講師 平成26年4月

Speaking Skills Ａ

兼任 講師 平成26年10月 障害児教育の理論と指導法 兼担

兼任 講師 平成25年4月 Test Preparation

兼任 講師 平成27年4月 キッズコミュニケーション

英文法Ⅱ

教育相談 教職課程認定委員会からの意見を受け担当者変更（27）

兼任 講師 平成26年4月
英文法Ⅰ

開講クラス数減による変更（27）

兼任 講師 平成27年10月 教育相談 兼担 教授 奇　恵英 平成27年10月

日本語コミュニケーション技法Ｃ 兼任 講師 平成27年10月 日本語コミュニケーション技法Ｃ

日本語コミュニケーション技法Ａ 開講クラス数減による変更（27）

日本語コミュニケーション技法Ｂ 兼任 講師 平成27年4月 日本語コミュニケーション技法Ｂ 開講クラス数減による変更（27）兼任 講師 平成26年10月

日本語コミュニケーション技法Ａ 兼担 教授 末澤　明子 平成27年10月

日本国憲法

兼任 講師 平成25年4月
人権と法（著作権法を含む）

兼任 講師 平成25年4月 ＰＣ演習Ｂ（エクセル）

兼担 講師
Larson-

Hall,Jenifer
平成27年4月

Academic Reading Ａ

教育効果を考慮し担当者を追加（27）
Academic Reading Ｂ

平成26年4月

Listening Skills

教育効果を考慮し担当者を追加（26）Writing Skills

児童文学(英語) 児童文学(英語)

兼担 講師
Larson-

Hall,Jenifer

Writing Skills Writing Skills

Academic Reading Ａ Academic Reading Ａ

Academic Reading Ｂ Academic Reading Ｂ

兼任 講師 平成26年4月

Listening Skills

兼任 講師 平成26年4月

Listening Skills

兼任 講師 平成25年10月 ヴォイストレーニング

就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名

（年　齢）

寄藤　晶子

講師

講師就任辞退（26）

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考
専任・

職名

兼任 講師 平成26年10月 児童日本語教育法

兼担 准教授

ジェンダースタディ（女性と性）

平成26年4月 ジェンダースタディ（女性と性）
教育効果を考慮し担当者を新規
採用（26）

後任未定
講師就任辞退のため後任を公募
中（25）

First-year English ＢⅡ

兼任 講師 平成25年4月

講師 Larson-Hall,Jenifer 平成26年4月 First-year English ＢⅡ

教育効果を考慮し担当者を変更・追加（26）

兼担 講師 Lake,J.W 平成26年4月

Larson-Hall,Jenifer 平成26年4月 First-year English ＡⅡ

教育効果を考慮し担当者を変更・追加（26）

兼担 講師 Lake,J.W 平成26年4月 First-year English ＡⅡ

兼担 講師
Philippa.
Nugent

平成25年10月

First-year English ＡⅡ 兼担

First-year English ＢⅡ 兼担
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　　　　を記入してください。

　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

（注）・　申請書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　　　なお，当該設置に係る学部，学科等に所属しない教員であって，全学共通，学部共通などの授業科目を担当する教員組織に

　　　　所属している場合は，〈○○学部　△△学科〉の箇所を「共通」とし，表を分けて作成してください。

　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　・　年齢は，「設置時の計画」には当該学部等の就任時における満年齢を，「変更状況」には平成２７年５月１日現在の満年齢

講師 平成26年4月
健康・スポーツ科学実習Ａ 教育効果を考慮し担当者を変更

（26）
講師就任辞退（27）健康・スポーツ科学実習Ｂ

兼任

教授 角南　良幸 平成25年4月
健康・スポーツ科学実習Ａ

　講師就任辞退のため担当者を変更（25）
教育効果を考慮し担当者を変更（26）

健康・スポーツ科学実習Ｂ 健康・スポーツ科学実習Ｂ

兼任 講師 平成25年4月
健康・スポーツ科学実習Ａ

兼担

兼任 講師 平成26年4月 政治学入門(国際政治を含む)

Reading Skills Ｂ 就任辞退による担当者変更（27）

兼任 講師 平成25年4月 国際社会と民族

兼任

Reading Skills Ｂ 兼任 講師 平成26年4月

Speaking Skills Ａ

就任辞退による担当者変更（27）

Reading Skills Ａ 兼担 講師 Lake,J.W 平成26年4月 Reading Skills Ａ 教育効果を考慮し担当者を変更（26）

Speaking Skills Ｂ

教育効果を考慮し担当者を変更（26）

兼担 講師 Lake,J.W 平成26年4月 Reading Skills Ｂ

兼担 講師 Lake,J.W 平成26年4月

兼任 講師 平成26年4月

Speaking Skills Ａ

Reading Skills Ａ

講師 平成26年4月 Speaking Skills Ｂ

教育効果を考慮し担当者を変更（26）

Reading Skills Ｂ 兼担 講師 Larson-Hall,Jenifer 平成26年4月 Reading Skills Ｂ

教育効果を考慮し担当者を変更・追加（26）

兼担 講師 Lake,J.W 平成26年4月 Speaking Skills Ｂ

Reading Skills Ａ 兼担 講師 Larson-Hall,Jenifer 平成26年4月

Speaking Skills Ａ 教育効果を考慮し担当者を変更（26）

Speaking Skills Ｂ 兼担 講師 Larson-Hall,Jenifer 平成26年4月 Speaking Skills Ｂ

教育効果を考慮し担当者を変更・追加（26）

講師 平成25年4月 Test Preparation

Speaking Skills Ａ 兼担 講師 Larson-Hall,Jenifer 平成26年4月

兼任 講師 平成25年4月

Test Preparation 兼任

講師就任辞退（27）

兼任 講師 平成25年10月 自然と環境

兼任 講師 平成27年4月 日本語コミュニケーション技法Ｂ

兼任 講師 平成25年10月 国際法入門

講師就任辞退（27）
日本語コミュニケーション技法Ｃ

兼任 講師 平成27年4月

日本語コミュニケーション技法Ｂ

平成27年4月
健康・スポーツ科学実習Ａ

講師就任辞退のため担当者変更
（27）

健康・スポーツ科学実習Ｂ 健康・スポーツ科学実習Ｂ

平成26年4月 特別活動の理論と指導法 教育効果を考慮し担当者を変更（26）

兼任 講師 平成25年4月
健康・スポーツ科学実習Ａ

兼任 講師

兼任 講師 平成26年10月 特別活動の理論と指導法 兼任 講師

Reading Skills Ｂ

Speaking Skills Ｂ

Speaking Skills Ａ

兼任 講師 平成25年4月

Test Preparation

Reading Skills Ａ

就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月
氏　　名

（年　齢）

韓国語Ⅲ

日本語コミュニケーション技法Ｃ

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考
専任・

職名 担当授業科目名

専任・

職名

韓国語Ⅳ

韓国語Ⅱ

兼任 講師 平成25年4月

韓国語Ⅰ

講師就任辞退（27）兼任 講師 平成26年10月

日本語コミュニケーション技法Ａ

兼任 講師 平成25年4月 ＰＣ演習Ａ（ワード）

平成26年4月
ＰＣ演習Ｂ（エクセル）

教育効果を考慮し担当者を変更
（26）

情報リテラシー
受講者数を考慮し担当科目を変更（25）
別行にて計上済、重複のため削除（26）

兼任 講師

兼任 講師 平成25年4月
ＰＣ演習Ｂ（エクセル）

受講者数を考慮し担当科目を変更（25）
教育効果を考慮し担当者を変更（26）

兼任 講師 平成25年4月
ＰＣ演習Ｂ（エクセル）

兼任 講師 平成26年4月 人権教育の理論と指導法

古典文化Ｅ

Speaking Skills Ｂ兼任 講師 平成26年4月

Speaking Skills Ａ

教育効果を考慮し担当者を変更（26）

Reading Skills Ｂ 兼任 講師 平成26年4月 Reading Skills Ｂ 教育効果を考慮し担当者を変更（26）

Reading Skills Ａ 兼任 講師 平成26年4月 Reading Skills Ａ

教育効果を考慮し担当者を変更（26）

Speaking Skills Ｂ 兼任 講師 平成26年4月 Speaking Skills Ｂ 教育効果を考慮し担当者を変更（26）

Speaking Skills Ａ 兼任 講師 平成26年4月 Speaking Skills Ａ

兼担 講師 Lake,J.W 平成26年4月 Test Preparation

兼任 講師 平成26年4月 Test Preparation

教育効果を考慮し担当者を変更・追加（26）

兼任 講師 平成25年4月

Test Preparation

兼任 講師 貞野　宏之 平成25年10月 生命科学入門

兼任 講師 平成25年10月 ヘルシーダイエット
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教　授
定年を延長
している教

員数

定年規定の定
める定年年齢

定年を延長
している教員

数

教授

3 68　歳

准教授･講師

［　0　］ 0　名 66　歳 0 名

　　　　および，平成２７年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている
　　　　教員数を記入してください。

　　　・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し，「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。
　　　・「年齢構成（前年度の状況）」については，報告書提出の前年度の状況を記載してください。今年度初めて報告書を提出する
　　　　場合は記入不要ですので，「－」を記入してください。

66　歳

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入し，

　　　　「変更状況」には，平成２７年５月１日現在（就任予定の者を含む）の状況を記入するとともに，［　］内に設置時の計画

　　　　との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません），

准教授・講師

（　3　） （　2　） （　2　） （　0　） （　7　） ［　1　］ ［ △1 ］ ［　0　］ ［　0　］

3 2 2 0 7 3

講　師 助　教 計
定年規定の
定める定年

年齢

教授

1 0 7 68　歳

教　授 准教授 講　師 助　教 計 准教授

（２） 専任教員数

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況 年　齢　構　成 年齢構成（前年度の状況）

　　　　教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」，変更書を提出予定

　　　　の場合は「○年○月変更書提出予定」と記入してください。

　　　　　なお，設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は，「備考」に「（教員審査省略）」及びその変更の理由，変更年度

　　　　（　）書き等のみを記入してください。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は，当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画

　　　　変更書」を提出し，大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任
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（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　

　　　　

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任（就任辞退

　　　　　を含む）等の理由」に辞任理由等および（）書きで報告年度を記入してください。

該当なし

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください。

－ 該当なし

（注）・　専任教員の辞任等の理由について，可能な限り具体的に記入してください。

（３） 専任教員辞任等の理由

番　号 職　位 専任教員氏名 辞任（就任辞退を含む）等の理由
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区　　　分 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

設　置　時

該当なし 該当なし 該当なし

（平成25年4月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時 留意事項 該当なし

（平成26年2月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時 該当なし 該当なし 該当なし

（平成27年2月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（　　年　　月）

６　留意事項等に対する履行状況等

留　意　事　項　等

「福岡女学院大学短期
大学部英語科の定員充
足率の平均が0.7倍未
満となっていることか
ら、学生の確保に努め
るとともに、入学定員
の見直しについて検討
すること。」

福岡女学院大学短期大学部
英語科は、入学定員の見直
しを行い、平成26年度より
入学定員を200名から100名
に変更した。また、学生募
集の強化を行い、定員の確
保を目指している。
その結果、平成26年度の入
学者数は102名となり、定員
超過率は1.02倍となった。
今後も、適正な入学者数の
確保に努めたい。

　　　・　定員管理に係る留意事項への履行状況は，指摘を受けた学科等についてのみ記入してください。

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

（注）・　「設置時」には，当該大学等の設置時に付された留意事項（学校法人の寄附行為又は寄附行為変更

　　　　の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等について，具体的に記入し，

　　　　報告年度を（　　）書きで付記してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された意見に対する

　　　　履行状況等について，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付

　　　　してください。
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

①　既設大学等の状況 ①　以下のとおり既設大学等を変更する。
教育の充実及び地域社会の要請に対応するため、平成
26(2014)年度より、既存の英語学科を国際英語学科に名
称変更し、カリキュラムを再編する。そして、新たに国
際キャリア学科を設け、国際英語学科とともに2学科で
国際キャリア学部を構成する。（平成25年4月届出）

国際英語学科の収容定員は204名（入学定員50名・編入
学定員2名）、国際キャリア学科の収容定員は286名（入
学定員70名・編入学定員3名）とし、国際英語学科の収
容定員のうち166名については、平成26年4月より既設の
人文学部英語学科（入学定員40名・編入学定員3名）を
募集停止し、その入学定員と編入学定員をあてる。残り
の324名（国際英語学科の残りの収容定員38名及び国際
キャリア学科の収容定員286名）については、国際英語
学科の入学定員を人文学部英語学科のものから10名増加
（編入学定員は1名減）し、新たに国際キャリア学科の
定員を70名（編入学定員3名）にするなどして収容定員
を増加した。（平成25年6月認可）

また、福岡女学院大学短期大学部は、時代の変遷や教育
ニーズの変化に対応して教学組織の再編を行なってきた
が、少子化による18歳人口の減少、四年制大学志向の進
展、学習機会の多様化などの要因により、志願者数・入
学者数は年々減少していった。近年は落ち込みが更に厳
しく、入学者数は、現行の入学定員200名を下回る結果
となった。このため、安定的に定員を充足できるよう、
平成26（2014）年度より入学定員100名・収容定員200名
とした。（平成25年6月届出）

さらに、平成27(2015)年度より、大学院人文科学研究科
に発達教育学専攻(入学定員5名、収容定員10名。修士課
程)を設置し、既設の比較文化専攻（入学定員6名、収容
定員12名）の定員を減じ、入学定員5名、収容定員10名
とした。(平成26年12月認可)

　平成25年度まで 　平成26年度より

　　福岡女学院大学 人文学部英語学科 　　福岡女学院大学 人文学部英語学科(学生募集停止)

　　　　　　　　　　入学定員　　　　　　40名 　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　3年次編入学定員　　　3名 　　国際キャリア学部　国際英語学科

　　　　　　　　　　収容定員　　　　　 166名 　　　　　　　　　　入学定員　　　　　　50名

　　　　　　　　　　3年次編入学定員　　　2名
　　　　　　　　　　(平成28年度より)

　　　　　　　　　　収容定員　　　　　 204名

　　　　　　　　　 国際キャリア学科

　　　　　　　　　　入学定員　　　　　　70名

　　　　　　　　　　3年次編入学定員　　　3名
　　　　　　　　　　(平成28年度より)

　　　　　　　　　　収容定員　　　　　 286名

　　福岡女学院大学短期大学部 英語科 　　福岡女学院大学短期大学部 英語科

　　　　　　　　　　入学定員　　　　　 200名 　　　　　　　　　　入学定員　　　　　 100名

　　　　　　　　　　収容定員　　　　　 400名 　　　　　　　　　　収容定員　　　　　 200名

　平成26年度まで 　平成27年度より

　　福岡女学院大学大学院　人文科学研究科 　　福岡女学院大学大学院　人文科学研究科

　　　　比較文化専攻 　　　　比較文化専攻

　　　　　　　　　　入学定員　　　　　   6名 　　　　　　　　　　入学定員　　　　　   5名

７　その他全般的事項

＜人文学部　言語芸術学科＞

（１） 設置計画変更事項等

25



　　　　　　　　　　収容定員　　　　　  12名 　　　　　　　　　　収容定員　　　　　  10名

　　　　発達教育学専攻

　　　　　　　　　　入学定員　　　　　   5名

　　　　　　　　　　収容定員　　　　　  10名

　　　を選択。

　　・平成26年度の実績として7月、1月に開催し半数の専任教員が参加した。

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　・　設置時の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

      大学に自己点検・評価・FD委員会を設置している。※規程を別添

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

      平成２６年度は4回開催しており、毎回ほぼ全ての構成員が出席している。

　ｃ　委員会の審議事項等

　　　・FD研修会の内容について

　　　・学生による授業評価の実施について

　　　・新入生ならびに卒業生へのアンケート実施について

　　　・自己点検評価報告書の作成について

②　実施状況

　ａ　実施内容

　　・FD研修会

　　・新入生、卒業生アンケートの実施

　　・「学生による授業評価」の実施

　ｂ　実施方法

　　・FD研修会は新入生アンケートに関する分析報告（7月）や、e-learningに関する講演を外部講師を招いて実施。

　　・「学生による授業評価」は前期(7月)後期(12月)に実施し、受講者等10名以上の授業を対象に教員が実施授業

　　・卒業生アンケートを1月授業最終週に、新入生アンケートを4月のオリエンテーション時に実施。

　　　

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　　平成27年度は2回の研修会を予定している。

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　　「学生による授業評価」については授業別集計と全体平均について結果表を専任教員および非常勤講師へ配布し、

　　　今後の授業改善に役立てている。また、実施結果を見て感じたことを文章化し、学生へのフィードバックを

　　　行なっている。

　　・卒業生アンケート、新入生アンケートについては集計後、ＦＤ研修会などで報告、各学科にて結果を活用し

　　　改善活動につなげている。
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③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　　「学生による授業評価」を前期（7月）と後期(12月)に実施している。

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

　　　授業別集計と全体平均について結果表を専任教員および非常勤講師へ配布し、学生へのフィードバック文章を

　　　作成している。作成されたフィードバック文章は全体平均とともに学内ページにて公開している。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

（３） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

言語芸術学科は、平成２７（２０１５）年度入学試験において、入学定員５０名に対し、４６名の学生確保となっ
た。
　定員は割るものの、前年度と比較して、一般入学試験の受験者数も増え、入学者数も大幅に回復した。歩留まり率
は、一般入学試験前期５２％、後期８３％（第一志望歩留まり１００％）であり、本学における一般入試での歩留ま
り率全般と比べると最も高い数値となっている。昨年度一般入学試験等において受験しやすい試験体系に変更したこ
とが回復の一因となっていると思われる。同時に、本学科の認知も広まり始めているように思われる。
　入学後の調査によれば、全体の４０％近い学生が、本学科を第一志望で受験している。コース希望では、約６０％
が言語芸術コースを、約４０％が英語教職コースを希望している。また、興味ある分野では、映画・演劇系約５
５％、文化・言語系約４５％と偏りのない数値を示している。言語芸術作品を教材とし、多様なフィールドワーク環
境の中で、日本語・英語および思考力を鍛え何事にも臨機応変に対応できる人材を養成するという本学科のリベラ
ル・アーツ系カリキュラムの趣旨が、偏りなく学生に理解されているように思われる。

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　　　平成27年10月1日　公表予定

　ｂ　公表方法

　　　大学ホームページ上で公表する予定。

③　認証評価を受ける計画

　　大学基準協会による認証評価を平成26年度に申請し、同協会の定める大学基準に「適合」しているとの

　　認定を受けた。

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

（４） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（　平成27年度分は、平成27年7月1日に公表予定　）
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

(マツバラ　ヤスヒロ)

松原　安宏

(平成１９年６月)

(キノワキ　エツロウ) (タカシマ　カズミチ)

木ノ脇　悦郎 髙島　一路

(平成２２年４月) (平成２７年４月)

(ヨシダ　シュウサク) (キヨカワ　ナオト)

吉田　修作 清川　　直人

(平成１７年４月) (平成２７年４月)

(キヨカワ　ナオト) (モリヤマ　ケイコ)

清川　　直人 守山　　惠子

(平成２５年４月) (平成２７年４月)

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人　福岡女学院

（２） 大　学　名
　　　　福岡女学院大学

（３） 大学の位置

　　　〒８１１－１３１３
　　　　福岡県福岡市南区曰佐３丁目４２番１号

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　ください。

（４） 管理運営組織

職　　名

理 事 長

学　　長
前学長辞任による交代
平成27年4月1日(27)

学 部 長
任期満了による交代
平成27年4月1日(27)

学科長等
前学科長の学部長就任に
よる交代
平成27年4月1日(27)

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）平成２５年度に報告済の内容　→（25）

　　　　　　平成２７年度に報告する内容　→（27）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告
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　　　に報告書を作成してください。

　人文学部

　　学士（人文学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人

208 － 179 － 182 －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　1 　) (　－　) (　 　) (　 　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [  1  ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ]

201 － 174 － 176 －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　1 　) (　－　) (　 　) (　 　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [  1  ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ]

92 － 91 － 91 －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　1 　) (　－　) (　 　) (　 　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [  1  ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ]

52 － 52 － 51 －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　1 　) (　－　) (　 　) (　 　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [  1  ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。
　　　・　様式は，平成２４年度開設の４年制の学科の場合（平成２７年度までの４年間）ですが，開設年度・
　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　　には，欄を設けてください。）

　（５）－①　調査対象学部等の名称，定員

調査対象学部等の
名称（学位）

設 置 時 の 計 画
備　　　　　考

修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

年 人 年次 人
人

3年次

ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ学科

4 50 2 204

（注）・定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。
　　　　　　　

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度
平均入学定員
超 過 率

開設年度から
提出年度まで
の平均入学定
員超過率

備　　考

Ａ　 入学定員

1.  　倍 －

50 50 50
(　－　) (　－　) (　2　) (　　 　)

[ 　－　 ] [ 　－　 ] [ 　－　 ] [ 　　　 ]

志願者数

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

1.04 1.04 1.02

（注）・　数字は，平成２７年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

　　　・「開設年度から提出年度までの平均入学定員超過率」は，完成年度を越えて報告書を提出する大学（「改善

　　　　意見等対応状況報告書」を提出する大学）のみ記入してください。「設置計画履行状況等報告書」の場合は

　　　　「－」を記入してください。
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [ 1 ] [　－　] [　　 ] [　 　]

（　　） （ － ） （　　） （ － ） （ - ） （ － ） （　　） （　　）

52 － 52 － 51 －

[　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [　　 ] [　 　]

（　　） （ － ） （　　） （ － ） （　　） （　　）

51 － 50 －

[　－　] [　－　] [　　 ] [　 　]

（　　） （ － ） （　　） （　　）

52 －

[　　 ] [　 　]

（　　） （　　）

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度
備　　　　　考

１年次

２年次

３年次

４年次

計

[    －    ] [    －    ] [　　1　  ] [　　　　 ]

（　　　　 ） （　　　　 ） （　　　　 ） （　　　　 ）

　　　・（　）内には，留年者の状況について，内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してくだ

　　　　さい。

52 103 153

（注）・　数字は，平成２７年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

退学した年度

平成２５年度 1 人 0 人 進路検討

平成２６年度 0 人 0 人

平成２７年度 人 人

平成２８年度 人 人

平成２６年度 1 人 0 人 進路変更

平成２７年度 人 人

平成２８年度 人 人

平成２７年度 人 人

平成２８年度 人 人

人 0 人 平成２８年度 人 人 ％

155 人 2 人 1.3 ％

　　　区　分

対象年度

入学者数（b） 退学者数（a） 主な退学理由

入学者数に
対する退学者数

の割合
（a/b）

退学者数（内訳）

退学者数
退学者数の
うち留学生数

平成２５年度
入学者

52 人 1 人 1.9

人 0.0

％

平成２６年度
入学者

52 人 1 人 1.9 ％

％

平成２８年度
入学者

合　　計

（注）・　数字は，平成２７年５月１日現在の数字を記入してください。　

平成２７年度
入学者

51 人 0

　　　・　各年度の入学者数については，該当年度当初に入学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　　　ありません。）

　　　・　各年度の退学者数については，退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

　 ・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度の入学者のうち，平成２７年５月１日現在までに退学した学生数の合計】を，

　　　　【当該対象年度の入学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点以下第１位までを記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他
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教育効果を考慮し担当者を追加（26）

教育効果を考慮し担当者を追加（26）

教育効果を考慮し担当者を追加（26）

教育効果を考慮し担当者を追加（26）

受講者数を考慮し担当者を変更（25）

―

教育効果を考慮し開講期を変更（26）

集中　教育効果を考慮し担当者、授業形態を変更（25）

ｵﾑﾆﾊﾞｽ

―

教育的効果を考慮し開講期を変更（27）

教育的効果を考慮し開講期を変更（27）

教育的効果を考慮し開講期を変更（27）

―
教育効果を考慮し担当者を変更・追加（26）

ﾘﾋﾟｰﾄ

ﾘﾋﾟｰﾄ

教育効果を考慮し担当者を追加（26）

ﾘﾋﾟｰﾄ

ﾘﾋﾟｰﾄ

教育効果を考慮し担当者を追加（26）

ﾘﾋﾟｰﾄ

教育効果を考慮し担当者を追加（26）

ﾘﾋﾟｰﾄ

教育効果を考慮し担当者を追加（26）

ﾘﾋﾟｰﾄ

教育効果を考慮し担当者を追加（27）

ﾘﾋﾟｰﾄ

教育効果を考慮し担当者を追加（27）

ﾘﾋﾟｰﾄ

２　授業科目の概要

＜人文学部　メディア・コミュニケーション学科＞

（１） 授業科目表

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

大
学
共
通
科
目

必
修
科
目

聖書概説 1前 2 兼1

キリスト教の歴史と文化 2後 2 兼1

キリスト教人間学 3前 2 兼1

兼4

First-year English ＡⅠ 1前 2 兼2

兼4

First-year English ＡⅡ 1後 2 兼2

兼4

First-year English ＢⅠ 1前 2 兼2

兼4

First-year English ＢⅡ 1後 2 兼2

情報リテラシー 1前 2 兼1

兼6

小計　（8科目） ― 16 0 0 0 0 0 0 0 兼7

専
門
教
育
科
目

講
義
・
演
習

必
修
科
目

現代メディア論 2前 2 1

コミュニケーション論 2前 2 兼1

デザイン論 2後 2 1

小計　（3科目） ― 6 0 0 1 0 1 0 0 兼1

総
合
演
習

必
修
科
目

入門ワークショップⅠ 1前 2

デザイン基礎演習 1前 2

2 1

入門ワークショップⅡ 1後 2 2 1

メディア基礎演習 1前 2 1

1後

0

コミュニケーション基礎演習 1前 2 2 兼1

1

卒業研究Ⅰ 3後 2 5 1

卒業研究Ⅱ 4前 2 5 1

卒業研究Ⅲ 4後 2 5 1

兼1

小計　（8科目） ― 16 0 0 5 1 1 0 0 兼0

選
択
必
修
科
目

メディア演習ⅠＡ 2前･後 2

メディア演習ⅠＢ 2前･後 2

1

1

メディア演習Ⅱ 3前 2 1 1

2前

コミュニケーション演習ⅠＡ 2前･後 2 1

2後

コミュニケーション演習ⅠＢ 2前･後 2 1

コミュニケーション演習Ⅱ 3前 2 2

デザイン演習ⅠＡ 2前･後 2 1

2後

デザイン演習ⅠＢ 2前･後 2 1

デザイン演習Ⅱ 3前 2 2

小計　（9科目） ― 0 18 0 5 0 1 0 0 兼0

大
学
共
通
科
目

選
択
科
目

兼5

Test Preparation 1･2･3･4前･後 2 兼4

Speaking Skills Ａ 2･3･4前 2 兼6

兼7

Speaking Skills Ｂ 2･3･4後 2 兼6

Reading Skills Ａ 2･3･4前 2 兼5

兼6

Reading Skills Ｂ 2･3･4後 2 兼5

兼4

Listening Skills 2･3･4前 2 兼3

兼4

Writing Skills 2･3･4後 2 兼3

兼2

Academic Reading Ａ 3･4前 2 兼1

兼2

Academic Reading Ｂ 3･4後 2 兼1

中国語Ⅰ 1･2･3･4前 2 兼1

中国語Ⅱ 1･2･3･4後 2 兼1
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教育効果を考慮し開講期、担当者を変更（27）

集中
教育効果を考慮し開講期、担当者を変更（27）

集中　

担当者1名就任辞退による変更（27）

担当者1名就任辞退による変更（27）

集中 教育効果を考慮し担当者を変更（27）

教育効果を考慮し担当者を追加（25）

教育効果を考慮し担当者を追加（27）

教育効果を考慮し担当者を追加（26）

教職課程認定委員会からの意見を受け担当者を変更（27）

教職課程認定委員会からの意見を受け担当者を追加（26）

担当者1名就任辞退による変更（27）

―

教育的効果を考慮し開講期を変更（27）

教育効果を考慮し担当者を新規採用（26）

担当者就任辞退のため、後任を公募中（25）

教育効果を考慮し開講期を変更（25）

教育効果を考慮し担当者・開講期を変更（25）

教育効果を考慮し開講期を追加（27）

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

大
学
共
通
科
目

選
択
科
目

中国語Ⅲ 2･3･4前 2 兼1

中国語Ⅳ 2･3･4後 2 兼1

韓国語Ⅰ 1･2･3･4前 2 兼1

韓国語Ⅱ 1･2･3･4後 2 兼1

韓国語Ⅲ 2･3･4前 2 兼1

韓国語Ⅳ 2･3･4後 2 兼1

フランス語Ⅰ 1･2･3･4前 2 兼1

フランス語Ⅱ 1･2･3･4後 2 兼1

フランス語Ⅲ 2･3･4前 2 兼1

フランス語Ⅳ 2･3･4後 2 兼1

1･2･3･4後

異文化へのアプローチ(欧米) 1･2･3･4前 2 兼1
1･2･3･4後

異文化へのアプローチ(アジア) 1･2･3･4前 2 1 兼1

兼2

健康・スポーツ科学実習Ａ 1･2･3･4前 1 兼3

兼2

健康・スポーツ科学実習Ｂ 1･2･3･4後 1 兼3

社会人入門Ⅰ 1後 2 兼1

社会人入門Ⅱ 2後 2 兼1

社会人入門Ⅲ 3前 2 兼1

インターンシップ 2前・後 2 兼1

1

ＰＣ演習Ａ(ワード) 1･2･3･4前･後 2 0 兼2

兼5

兼4

ＰＣ演習Ｂ(エクセル) 1･2･3･4前･後 2 兼3

ＰＣ演習Ｃ(応用) 1･2･3･4前･後 2 兼1

教育原論 教職課程認定委員会からの意見を
受け科目名称を変更（25）教育原理Ⅰ 2･3･4前 2 兼2

教育経営論 教職課程認定委員会からの意見を
受け科目名称を変更（25）教育原理Ⅱ 2･3･4後 2 兼2

兼1

兼2

教育心理学 2･3･4後 2 兼1
2･3･4前･前集 兼1

人権教育の理論と指導法 2･3･4前 2 兼2

障害児教育の理論と指導法 2･3･4後 2 兼1

兼32

兼33

1 1 兼31

小計　（37科目） ― 0 72 0 0 0 0 0 0 兼30

人
文
学
部
共
通
科
目

選
択
科
目

生命科学入門 1･2･3･4後 2 兼1
1･2･3･4前

ヘルシーダイエット 1･2･3･4後 2 兼1

自然と環境 1･2･3･4後 2 兼1

ジェンダースタディ(女性と社会) 1･2･3･4後 2 兼1

兼1

兼0

ジェンダースタディ(女性と性) 1･2･3･4前 2 兼1

ジェンダースタディ(女性と聖書) 1･2･3･4後 2 兼1
1･2･3･4後

人権と法(著作権法を含む) 1･2･3･4前 2 兼1

日本国憲法 1･2･3･4前 2 兼1

文化人類学 1･2･3･4前 2 兼1
1･2･3･4後

社会学入門 1･2･3･4前 2 兼1

経済学入門 1･2･3･4前 2 兼1

国際経済論 2･3･4後 2 兼1

政治学入門(国際政治を含む) 2･3･4前 2 兼1

国際法入門 1･2･3･4後 2 兼1

国際社会と民族 1･2･3･4前 2 兼1

人間形成と教育 1･2･3･4前 2 兼1

比較教育Ａ(日本と欧米) 2･3･4前 2 兼1

比較教育Ｂ(日本とアジア) 2･3･4後 2 兼1

児童文学(英語) 2･3･4後 2 兼1
3･4前後

キッズコミュニケーション 3･4前 2 兼1
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教育効果を考慮し開講期を追加（27）

教育効果を考慮し開講期を追加（27）

ﾘﾋﾟｰﾄ

担当者1名就任辞退による変更（26）

開講クラス数減による変更（27）

担当者1名就任辞退による変更（26）

開講クラス数減による変更（27）

開講クラス数減による変更（27）

教育効果を考慮し担当者を追加（27）

教育効果を考慮し担当者を追加（27）

集中

―

教育効果を考慮し開講期を変更（26）

教育効果を考慮し開講期を変更（27）

教育効果を考慮し開講期を変更（26）

前期　教育効果を考慮し前期へ変更（25）

集中

教育効果を考慮し開講期を変更（27）

教育効果を考慮し開講期を変更（26）

教育効果を考慮し開講期を変更（25）

教育効果を考慮し開講期を変更（27）

集中

教育効果を考慮し開講期を変更（25）

教育効果を考慮し開講期を変更（25）

教育効果を考慮し開講期を変更（25）

教育効果を考慮し開講期を変更（27）

教育効果を考慮し開講期を変更（26）

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

人
文
学
部
共
通
科
目

3･4前後

児童英語教育法 2･3･4前 2 兼1

選
択
科
目

児童英語指導法演習Ⅰ 3･4前 2 兼1

児童英語指導法演習Ⅱ 3･4後 2 兼1
3･4前後

児童英語フィールドワーク 3･4前 2 兼1

兼0

児童日本語教育法 2･3･4後 2 1 兼1

兼1

兼2

日本語コミュニケーション技法Ａ 2･3･4後 2 兼3

兼1

日本語コミュニケーション技法Ｂ 3･4前 2 兼3

兼1

日本語コミュニケーション技法Ｃ 3･4後 2 兼3

日本語教育概論Ⅰ 2･3･4前 2 1

日本語教育概論Ⅱ 2･3･4後 2 1

日本語教材研究Ⅰ 3･4前 2 1

日本語教材研究Ⅱ 3･4後 2 1

日本語教授法演習Ⅰ 4前 2 1 兼1

日本語教授法演習Ⅱ 4後 2 1 兼1

日本語教育実習フィールドワーク 2･3･4前･後 2 1

兼20

兼21

兼22

小計　（35科目） ― 0 70 0 0 1 0 0 0 兼23

専
門
教
育
科
目

講
義
・
演
習

選
択
科
目

メディア史 2･3･4前

1･2･3･4後

2 1

広告論 2･3･4前 2 兼1
2･3･4前

映像論 2･3･4後 2 兼1
1･2･3･4前

地域メディア論 1･2･3･4前 2 1

マスコミ論 1･2･3･4後 2 1

実践時事問題研究 2･3･4後 2 1
1･2･3･4後

1･2･3･4前

1･2･3･4後

メディア・リテラシー 1･2･3･4前 2 1

メディア文化論 2･3･4後 2 1
2･3･4前

メディアとことば 2･3･4後 2 1
メディア表現研究Ａ(放送・映像メディア) 2･3･4前 2 1

2･3･4後

メディア表現研究Ｂ(新聞・出版) 2･3･4前 2 兼1

メディア表現研究Ｃ(広告) 2･3･4後 2 兼1

メディア制作ワークショップ 2･3･4前 2 兼1

マスメディア・フィールドワーク 2･3･4前 2 1

ことばとコミュニケーション 1･2･3･4後 2 1
マーケティングとコミュニケーション 2･3･4前 2 兼1

対人コミュニケーション 2･3･4前 2 兼1

組織コミュニケーション 2･3･4前 2 兼1
1･2･3･4前

メディアとコミュニケーション 1･2･3･4後 2 1

デザインとコミュニケーション 2･3･4後 2 1
ネットワーク社会とコミュニケーション 2･3･4後 2 1

文化とコミュニケーション 2･3･4後 2 1
1･2･3･4前

異文化コミュニケーション 1･2･3･4後 2 1
2･3･4前

社会言語学 2･3･4後 2 1

ビジネスコミュニケーション 2･3･4前 2 兼1

コミュニケーション外書講読Ⅰ 3･4前 2 1

コミュニケーション外書講読Ⅱ 3･4後 2 1
2･3･4前

2･3･4後

英語表現とコミュニケーション 2･3･4前 2 1

視覚コミュニケーション論 2･3･4前 2 兼1

メディアアート論 2･3･4前 2 兼1

34



教育効果を考慮し担当者を変更（26）

受講者数を考慮し担当者を変更（26）

ﾘﾋﾟｰﾄ

集中　教育効果を考慮し変更（25）

教育効果を考慮し担当者および開講期を前期集中から前期に変更（27）

集中

教育効果を考慮し開講期を変更（26）

集中 教育効果を考慮し開講期を変更（27）

教育効果を考慮し開講期を変更（26）

教育効果を考慮し担当者､授業形態を変更（25）

ﾘﾋﾟｰﾄ・ｵﾑﾆﾊﾞｽ

教育効果を考慮し担当者を追加（26）

ﾘﾋﾟｰﾄ
集中 教育効果を考慮し開講期を集中に変更（27）

教育効果を考慮し担当者を変更（26）

ﾘﾋﾟｰﾄ

ﾘﾋﾟｰﾄ

ﾘﾋﾟｰﾄ

ﾘﾋﾟｰﾄ

ﾘﾋﾟｰﾄ

ﾘﾋﾟｰﾄ
集中　教育効果を考慮し開講期、授業形態を変更、担当者を追加（26）

ﾘﾋﾟｰﾄ

集中 教育効果を考慮し開講期を変更（27）

ﾘﾋﾟｰﾄ・ｵﾑﾆﾊﾞｽ 集中 教育効果を考慮し授業形態を変更、担当者を変更・追加（26）

ﾘﾋﾟｰﾄ
集中 教育効果を考慮し授業形態を変更（26）

ﾘﾋﾟｰﾄ

ﾘﾋﾟｰﾄ

ﾘﾋﾟｰﾄ

ﾘﾋﾟｰﾄ

―

―

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

専
門
教
育
科
目

講
義
・
演
習

選
択
科
目

デジタル表示論 2･3･4前 2 兼1

比較美術表現論 1･2･3･4後 2 1

デザイン形成論 2･3･4前 2 1

造形表現基礎 2･3･4後 4 1

デザイン表現研究Ａ(色彩) 1･2･3･4前 2 1

0 兼1

デザイン表現研究Ｂ(印刷) 2･3･4後 4 1

デザイン表現研究Ｃ(映像) 2･3･4前 4 1

デザイン表現研究Ｄ(写真) 2･3･4後 2

デザイン表現研究Ｅ(ＣＧ) 2･3･4後 4

兼1

1

デザイン表現研究Ｆ(素材) 2･3･4前 4 2

メディアアート演習 2･3･4後 4

1

兼1

ビジネス英語 1･2･3･4前 2

マスカルチャー論 1･2･3･4前 2

兼1

兼1

サウンド表現演習Ｂ 2･3･4後 2

サウンド表現演習Ａ 2･3･4後 2

兼1

兼1

サウンド表現演習Ｃ 2･3･4前 2 兼1

情報処理Ａ 2･3･4前 2

コピーライティング研究 2･3･4前 2

兼1

兼1

情報処理Ｂ 2･3･4前 2

2･3･4後

兼1

1･2･3･4前

情報処理Ｃ 2･3･4後 2 兼1

1･2･3･4前･後

1

5 1 1

ワークショップＡ 1･2･3･4前 2

兼2

0 0

1

2

ワークショップＢ 1･2･3･4前 2

0

ワークショップＣ 1･2･3･4前 2

1

1

1

ワークショップＥ 1･2･3･4前 2

ワークショップＤ 1･2･3･4前 2

1

ワークショップＧ 1･2･3･4前 2

ワークショップＦ 1･2･3･4前 2 1

1

1

1･2･3･4後

フィールドワークＡ 1･2･3･4前 2

兼1

1
1･2･3･4後

フィールドワークＢ 1･2･3･4前 2

2

フィールドワークＣ 1･2･3･4前 2

1

1

フィールドワークＤ 1･2･3･4前 2

1

1

フィールドワークＦ 1･2･3･4前 2

フィールドワークＥ 1･2･3･4前 2

1

日本語学概論Ⅰ 2･3･4前 2

フィールドワークＧ 1･2･3･4前 2 1

1

1

日本語史Ⅰ 2･3･4前 2

兼14

小計　（66科目） ― 0 144 0 兼18

兼21

5 1 1 0 0

兼71

兼73

0 5 1 1 0 0 兼72合計　（166科目） ― 38 304

（注）・  認可申請書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・  設置認可時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上
　　　　で，前年度報告時（平成２７年度に認可された大学等は設置認可時）より変更されているものは赤字見え消し
　　　　修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。
　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。
　　　・  兼任，兼担の教員が担当する授業科目については，備考欄に担当する教員数を「兼○」と記入してください。
　　　・  授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては，
　　　　「専任教員採用等設置計画変更書」の審査予定年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合
　　　　には，「平成○年○月　提出予定」と記入してください。）
　　　・  「配当年次」について，設置認可申請時に開講時期を記入する必要がなかった学部等（平成１９年度認可
　　　　以前）についても，設置認可時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，
　　　　赤字で見え消し修正をしてください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。
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（２） 授業科目数

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　　　　考

必　修 選択必修 選　択 自　由 計 必　修 選択必修 選　択 自　由 計

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

19 9 138 0 166 19 9 138 0 166

[　0　] [　0　] [　0　] [　0　]

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに，［　］内に，届出時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）
　　　・　資格に関する課程など，別課程としている授業科目については算入する必要はありません。

[　0　]
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ ワークショップＤ 2 1･2･3･4前 専門 選択 教育効果を考慮し次年度開講に向けてあり方を検討。

２ ワークショップＥ 2 1･2･3･4前 専門 選択 教育効果を考慮し次年度開講に向けてあり方を検討。

３ ワークショップＦ 2 1･2･3･4前 専門 選択 教育効果を考慮し次年度開講に向けてあり方を検討。

４ ワークショップＧ 2 1･2･3･4前 専門 選択 教育効果を考慮し次年度開講に向けてあり方を検討。

５ フィールドワークＡ 2 1･2･3･4前 専門 選択 教育効果を考慮し次年度開講に向けてあり方を検討。

６ フィールドワークＥ 2 1･2･3･4前 専門 選択 教育効果を考慮し次年度開講に向けてあり方を検討。

７ フィールドワークＦ 2 1･2･3･4前 専門 選択 教育効果を考慮し次年度開講に向けてあり方を検討。

８ フィールドワークＧ 2 1･2･3･4前 専門 選択 教育効果を考慮し次年度開講に向けてあり方を検討。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１ 該当なし

２

３

（３） 未開講科目

（注）・　設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって
　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。
　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（４） 廃止科目

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して
　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。
　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

未開講科目
番号1～8：ワークショップ、フィールドワークいずれも開講に向け、そのあり方の見直しを含めながら、教育効果を高
めていけるよう工夫していく。該当科目は次年度以降も履修可能であり、リピート科目でもあることから、支障ないよ
う適切に対応していく。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周
　　　　知方法」を記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。

　　　　

未開講科目と廃止科目の計
＝ 0.04

設置時の計画の授業科目数の計
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備考

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計
福岡女学院大学短期大
学部と共用

校
　
　
地
　
　
等

47,653.47 47,653.47

校 舎 敷 地 ―　　　㎡ 48,165.98㎡ ㎡ 48,165.98㎡

運動場用地 ―　　　㎡ 8,584.82㎡ ㎡ 8,584.82㎡
校舎敷地の一部に新バ
ス停が設置されたこと
により面積が減少した
為、変更が生じた(27)

56,238.29 56,238.29

小　　　計 ―　　　㎡ 56,750.80㎡ ㎡ 56,750.80㎡

そ　の　他 ―　　　㎡ 2,657.23㎡ ㎡ 2,657.23㎡

58,895.52 58,895.52

合　　　計 ―　　　㎡ 59,408.03㎡ ㎡ 59,408.03㎡

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

287 ㎡ 26,280.58 ㎡ ―　　　㎡ 26,567.58 ㎡
福岡女学院大学短期大
学部と共用

（　　　　287 ㎡） （　24,075.26 ㎡） （     ―     ㎡） （　24,362.26 ㎡）

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設
福岡女学院大学短期大
学部と共用
125周年記念館の新築
と既存校舎の用途変更
中による変更。(25)
125周年記念館の新築
完成と既存校舎の用途
変更による変更。(26)
1号館改修工事による
用途変更(27)

51 14 3       室

49       室 6　　　 室 15　　 　室 4　　　 室     4       室

   38       室     7       室    16       室     8       室     6       室

（補助職員　 3 人）（補助職員　0 人）

(４) 専任教員研究室
新設学部等の名称 室　　　　　　数

 人文学部 メディア・コミュニケーション学科 7 室

　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌
視聴覚資料 機械・器具 標　　本

福岡女学院大学短期大
学部と共用につき大
学・短大全体の数値を
計上している。
電子ジャーナル数は
バージョンアップによ
りタイトル数が大幅に
増加した。（25）

学術雑誌に一般雑誌が
含まれていたため、こ
れを更正した。（26）

電子ジャーナルはバー
ジョンアップによりタ
イトル数が大幅に増加
した。（26）

雑誌の価格高騰と保管
スペースの問題から、
雑誌の購入見直しを
図った。（27）

(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

図
書
・
設
備

冊 種 〔うち外国書〕 点 点 点

9,000〔9,000〕156〔　34〕

249,200〔57,200〕   235〔　76〕 6,653〔6,653〕 9,960

(242,416〔56,418〕) ( 138〔　35〕)  2,361〔2,361〕 (9,023) 1,517 0

（238,237〔55,574〕） （　156〔34〕） （　8,603〔8,603〕） ( 8,769)

（ 0 ）

（235,280〔56,071〕） （　202〔40〕） （　6,653〔6,653〕） ( 8,416) （ 1,477 ）

（235,280〔56,071〕）

（239,300〔56,300〕） （　235〔76〕） （　2,361〔2,361〕） （　8,760 ） （　1,457 ）

156〔　34〕

(242,416〔56,418〕) ( 138〔　35〕)  2,361〔2,361〕 (9,023)

249,200〔57,200〕   235〔　76〕 6,653〔6,653〕 9,960

9,000〔9,000〕

1,517 0

（238,237〔55,574〕） （　156〔34〕） （　8,603〔8,603〕） ( 8,769)

（　202〔40〕） （　6,653〔6,653〕） ( 8,416) （ 1,477 ）

（239,300〔56,300〕） （　235〔76〕） （　2,361〔2,361〕） （　8,760 ） （　1,457 ） （ 0 ）

(６) 図　　書　　館
面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

福岡女学院大学短期大
学部と共用

3,552.28 ㎡ 400 205,000

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

福岡女学院大学短期大
学部と共用

1,860.34 ㎡ テニスコート4面
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備考

経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度 区　　分

7,000 千円 7,000 千円

開設前年度 開設年度 完成年度

(８) 教員１人当り研究費等 500 千円 500 千円 図書購入費 22,000 千円 22,000 千円 22,000 千円
大学・短大全体教員研
究費は一人50万円の範
囲内で旅費、設備費、
図書費消耗品費に使用
することができる。

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等
8,600 千円 8,600 千円

設 備 購 入 費
3,000 千円 3,000 千円 3,000 千円

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次
共同研究費のうち、短
期海外研修助成金及び
傾斜配分教育研究費を
計160万円増額した。
(25)

1,185 千円 975 千円 975 千円 975 千円 ―　千円 ―　千円

学生納付金以外の維持方法の概要 入学検定料収入および補助金収入等で維持する。

（注）・　設置時の計画を，申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合，　　　　

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成２７年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，その

　　　　理由及び報告年度「（27）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

大学院 福岡県福岡市南区

 人文科学研究科 曰佐3丁目42番1号

 修士課程

  比較文化専攻 2 5 ― 11 修士(比較文化) 0.43 平成15年度

  臨床心理学専攻 2 10 ― 20 修士(心理学) 1.40 平成15年度

  発達教育学専攻 2 5 ― 5 修士(発達教育学) 1.20 平成27年度

 人文学部 3年次

  現代文化学科 4 100 5 410 学士(人文学) 1.12 平成13年度

  表現学科 4 ― ― ― 学士(人文学) ― 平成13年度

  言語芸術学科 4 50 2 152 学士(人文学) 0.78 平成25年度

  ﾒﾃﾞｨｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 4 50 2 152 学士(人文学) 1.03 平成25年度

  英語学科 4 ― ― ― 学士(人文学) ― 平成15年度

 人間関係学部 3年次

  心理学科 4 120 4 488 学士(人間関係学) 0.87 平成11年度

  子ども発達学科 4 120 4 488 学士(人間関係学) 1.06 平成11年度

 国際キャリア学部 3年次

  国際英語学科 4 50 2 100 学士(国際英語) 1.13 平成26年度

  国際キャリア学科 4 70 3 140 学士(国際英語)
1.14
1.15

平成26年度

大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

 英語科 2 100 ― 200 短期大学士(英語) 1.00 昭和39年度 福岡県福岡市南区

曰佐3丁目42番1号

大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

 看護学部 福岡県古賀市千鳥

 看護学科 4 100 ― 400 学士(看護学) 1.10 平成20年度 1丁目1番7号

４　既設大学等の状況

　福岡女学院大学

※平成27年度よ
り入学定員減(△
1名)(比較文化専
攻)

※平成25年度よ
り学生募集停止
(表現学科)

　　　・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。

※平成26年度よ
り学生募集停止
(英語学科)

　福岡女学院大学短期大学部

　福岡女学院看護大学

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学部，学科），

　　　　大学院（専攻）及び短期大学（学科）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，

　　　　平成２７年５月１日現在の上記項目の情報を記入してください。

      ・ＡＣ対象学部等についても必ず記入してください。

　　　・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　　平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください。

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員・収容定員・平均入学定員超過率は「－」とし，

　　　　「備考」に「平成○○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　　※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上

　　　　　の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。
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ワークショップＡ※ 教育効果を考慮し担当者及びｵﾑﾆﾊﾞｽへ変更（25）

別行にて計上済、重複のため削除（26）

ワークショップＤ ワークショップＤ

フィールドワークＤ フィールドワークＤ 教育効果を考慮し授業形態、担当者を変更（26）

マスメディア・フィールドワーク マスメディア・フィールドワーク

メディアとコミュニケーション メディアとコミュニケーション

実践時事問題研究 実践時事問題研究

メディア表現研究Ａ
　(放送・映像メディア)

メディア表現研究Ａ
　(放送・映像メディア)

メディア演習ⅠＡ メディア演習ⅠＡ

メディア演習Ⅱ メディア演習Ⅱ

平成25年4月

メディア基礎演習

マスコミ論 マスコミ論

卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ

卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ

德永　　至

卒業研究Ⅲ卒業研究Ⅲ

教育効果を考慮し担当者を変更（25）

専 教授 德永　　至 平成25年4月

メディア基礎演習

専 教授

兼任 講師 平成25年4月 コミュニケーション基礎演習

フィールドワークＣ 教育効果を考慮し授業形態を変更、担当者を変更・追加（26）

フィールドワークＤ 教育効果を考慮し授業形態、担当者を変更（26）

ワークショップＡ※ 教育効果を考慮し担当者及びｵﾑﾆﾊﾞｽへ変更（25）

別行にて計上済、重複のため削除（26）

日本語学概論Ⅰ 日本語学概論Ⅰ

日本語史Ⅰ 日本語史Ⅰ

ワークショップＥ ワークショップＥ

フィールドワークＥ フィールドワークＥ

ことばとコミュニケーション ことばとコミュニケーション

社会言語学 社会言語学

コミュニケーション演習Ⅱ コミュニケーション演習Ⅱ

メディアとことば メディアとことば

卒業研究Ⅲ 卒業研究Ⅲ

コミュニケーション演習ⅠＡ コミュニケーション演習ⅠＡ

卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ

卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ

入門ワークショップⅡ 入門ワークショップⅡ

コミュニケーション基礎演習※ コミュニケーション基礎演習※ 教育効果を考慮し担当者を変更（25）

専 教授 二階堂　整 平成25年4月

入門ワークショップⅠ

専 講師 林田　真心子 平成25年4月 ワークショップＡ※

専 教授 二階堂　整 平成25年4月

入門ワークショップⅠ

教授

専 教授 金藤　完三郎 平成25年4月

Daniel E.Corl 平成25年4月 ワークショップＡ※

専 准教授
(学科長) 守山　惠子 平成25年4月 ワークショップＡ※

専

二階堂　整 平成25年4月 ワークショップＡ※

専 教授 德永　　至 平成25年4月 ワークショップＡ※

ワークショップＢ 教育効果を考慮し担当者を追加（26）

専

教授
(学部
長)

(学科
長)

清川　直人 平成25年4月 ワークショップＡ※

教育効果を考慮し担当者、授業
形態を変更（25）

専 教授

ワークショップＡ※ 教育効果を考慮し担当者、授業形態を変更（25）

フィールドワークＡ フィールドワークＡ

ＰＣ演習Ａ（ワード） 教育効果を考慮し担当科目を追加（25）

ワークショップＡ

デザイン表現研究Ａ(色彩)

デザイン表現研究Ｅ(ＣＧ) デザイン表現研究Ｅ(ＣＧ)

デザイン表現研究Ｆ(素材) デザイン表現研究Ｆ(素材)

デザイン表現研究Ａ(色彩)

比較美術表現論

デザイン形成論 デザイン形成論

造形表現基礎 造形表現基礎

デザイン演習ⅠＡ デザイン演習ⅠＡ

デザイン演習Ⅱ デザイン演習Ⅱ

教授 金藤　完三郎 平成25年4月

卒業研究Ⅰ

卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ

卒業研究Ⅲ 卒業研究Ⅲ

卒業研究Ⅰ

専

比較美術表現論

ワークショップＣ 教育効果を考慮し授業形態を変更、担当者を変更・追加（26）

学部長に就任したため学科長を辞任(27)

フィールドワークＢ 教育効果を考慮し授業形態を変更、担当者を追加（26）

ワークショップＡ※ 教育効果を考慮し担当者及びｵﾑﾆﾊﾞｽへ変更（25）

別行にて計上済、重複のため削除（26）

デザイン表現研究Ｃ(映像)

デザイン表現研究Ｆ(素材) デザイン表現研究Ｆ(素材) 受講者数を考慮し担当者を変更（26）

ワークショップＢ ワークショップＢ

デザイン演習Ⅱ

デザインとコミュニケーション デザインとコミュニケーション

デザイン表現研究Ｂ(印刷) デザイン表現研究Ｂ(印刷) 教育効果を考慮し担当者を変更（26）平成25年4月

デザイン論

卒業研究Ⅱ

卒業研究Ⅲ 卒業研究Ⅲ

デザイン演習ⅠＢ デザイン演習ⅠＢ

教授
(学部
長)

(学科
長)

清川　直人

デザイン基礎演習 デザイン基礎演習

卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ

専
教授
(学科
長)

清川　直人 平成25年4月

デザイン論

専

卒業研究Ⅱ

デザイン演習Ⅱ

デザイン表現研究Ｃ(映像)

フィールドワークＢ

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考
専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

５　教員組織の状況

＜人文学部　メディア・コミュニケーション学科＞

（１） 担当教員表
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講師 林　　千晶 平成25年4月 First-year English ＢⅡ 教育効果を考慮し担当者を追加（26）

兼担 講師

First-year English ＡⅠ 教育効果を考慮し担当者を追加（26）

First-year English ＢⅡ 兼担 講師 城戸　真由美 平成25年4月 First-year English ＢⅡ 受講者数を考慮し担当者を変更（25）

講師 林　　千晶 平成25年4月 First-year English ＡⅠ 受講者数を考慮し担当者を変更（25）

兼担 講師 城戸　真由美 平成25年4月

Alan Williams 平成25年4月

First-year English ＡⅠ 兼担

兼担

キリスト教人間学

キリスト教の歴史と文化

講師 平成26年4月 教育原論
教育効果を考慮し担当者を変更
（26）

兼担 講師 大島　一利 平成25年4月

聖書概説

兼任

兼担 准教授 吉田　尚史 平成26年4月 教育原論
教職課程認定委員会からの意見を受け科目
名称を変更（25）教育効果を考慮し担当者
を変更（26）

講師 平成27年4月 教育心理学
教職課程認定委員会からの意見を受け担当
者を変更（27）

兼担 准教授 吉田　尚史 平成26年4月 教育原理Ⅰ

平成26年10月 教育心理学
教職課程認定委員会からの意見を受け担当
者を追加（26）

兼任

平成26年10月 教育心理学

兼担 教授

社会学入門
教育効果を考慮し担当者を変更
（25）

兼担 准教授 富永　幹人 平成26年10月 教育心理学 兼担 准教授 富永　幹人

兼担 准教授 高岡　文章 平成25年4月 社会学入門 兼担 准教授 文屋　　敬 平成25年4月

フランス語Ⅳ

フランス語Ⅲ

フランス語Ⅱ
兼担 准教授 岡本　裕子 平成25年4月

フランス語Ⅰ

教授に昇格（27）
准教授

兼担 准教授 大橋　由美 平成26年4月 児童英語教育法

平成25年10月 社会人入門Ⅰ
浮田准教授の長期研修に伴い担
当者を変更（25）

組織コミュニケーション

兼担
教授

浮田　英彦 平成26年4月 組織コミュニケーション

異文化へのアプローチ(アジア) 教育効果を考慮し担当者を変更（27）

兼担 准教授 浮田　英彦 平成25年10月

社会人入門Ⅰ

兼任 講師

准教授 田中　英資 平成27年4月 異文化へのアプローチ(欧米) 教育効果を考慮し担当者を変更（27）

異文化へのアプローチ(アジア) 専任 准教授 守山　惠子 平成27年4月

兼担 教授 日野　資成 平成25年4月

異文化へのアプローチ(欧米) 兼任

兼担 教授 佐島　顕子 平成27年4月 ジェンダースタディ(女性と聖書) 教育効果を考慮し担当者を変更（27）

講師 平成26年10月 ジェンダースタディ(女性と聖書) 教育効果を考慮し担当者を変更（26）兼担 教授 佐島　顕子 平成25年10月 ジェンダースタディ(女性と聖書) 兼任

国際経済論

経済学入門

インターンシップ 教育効果を考慮し担当者を変更（27）

ＰＣ演習Ａ（ワード）

教授 浮田　英彦 平成27年4月 社会人入門Ⅲ 教育効果を考慮し担当者を変更（27）

インターンシップ 兼担 教授 佐島　顕子 平成27年4月

兼担 教授 岩下　伸朗 平成25年4月

社会人入門Ⅲ 兼担

ジェンダースタディ(女性と社会)

教授 伊藤　文一 平成26年4月
教育経営論 教職課程認定委員会からの意見を受け科目

名称を変更（25）人権教育の理論と指導法 人権教育の理論と指導法
兼担 教授 伊藤　文一 平成26年4月

教育原理Ⅱ
兼担

別行にて計上済、重複のため削除（26）

ワークショップＣ 教育効果を考慮し担当者を変更（26）

フィールドワークＣ 教育効果を考慮し授業形態を変更、担当者を変更・追加（26）

ワークショップＧ

フィールドワークＧ フィールドワークＧ

ワークショップＡ※ 教育効果を考慮し担当者及びｵﾑﾆﾊﾞｽへ変更（25）

メディア・リテラシー

メディア文化論 メディア文化論

ネットワーク社会とコミュニケーション ネットワーク社会とコミュニケーション

メディア史 メディア史

地域メディア論 地域メディア論

卒業研究Ⅲ 卒業研究Ⅲ

メディア演習ⅠＢ メディア演習ⅠＢ

講師 林田　真心子 平成25年4月

メディア演習Ⅱ

現代メディア論

卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ

卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ

専 講師 林田　真心子 平成25年4月

現代メディア論

専

メディア演習Ⅱ

メディア・リテラシー

ワークショップＧ

前学科長の学部長就任による交代(27)

兼任 講師 平成27年4月
日本語教授法演習Ⅰ 教育効果を考慮し担当者を追加（27）

日本語教授法演習Ⅱ

フィールドワークＦ

ワークショップＡ※ 教育効果を考慮し担当者及びｵﾑﾆﾊﾞｽへ変更（25）

別行にて計上済、重複のため削除（26）

日本語教授法演習Ⅱ

日本語教育実習フィールドワーク 日本語教育実習フィールドワーク

ワークショップＦ ワークショップＦ

日本語教材研究Ⅱ 日本語教材研究Ⅱ

日本語教授法演習Ⅰ 日本語教授法演習Ⅰ

日本語教育概論Ⅰ

日本語教育概論Ⅱ 日本語教育概論Ⅱ

准教授
(学科長) 守山　惠子 平成25年4月

日本語教材研究Ⅰ

入門ワークショップⅠ

入門ワークショップⅡ 入門ワークショップⅡ

児童日本語教育法 児童日本語教育法

専 准教授 守山　惠子 平成25年4月

入門ワークショップⅠ

専

日本語教材研究Ⅰ

日本語教授法演習Ⅱ

フィールドワークＦ

日本語教育概論Ⅰ

兼任 講師 平成25年4月 コミュニケーション基礎演習 教育効果を考慮し担当者を変更（25）

フィールドワークＣ 教育効果を考慮し担当者を変更・追加（26）

ワークショップＡ※ 教育効果を考慮し担当者及びｵﾑﾆﾊﾞｽへ変更（25）

別行にて計上済、重複のため削除（26）

コミュニケーション外書講読Ⅱ

英語表現とコミュニケーション 英語表現とコミュニケーション

ワークショップＣ ワークショップＣ 教育効果を考慮し担当者を変更（26）

文化とコミュニケーション

異文化コミュニケーション 異文化コミュニケーション

コミュニケーション外書講読Ⅰ コミュニケーション外書講読Ⅰ

コミュニケーション演習ⅠＢ コミュニケーション演習ⅠＢ

コミュニケーション演習Ⅱ コミュニケーション演習Ⅱ

卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ

卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ

教授 Daniel E.Corl 平成25年4月

卒業研究Ⅲ

入門ワークショップⅠ

入門ワークショップⅡ 入門ワークショップⅡ

コミュニケーション基礎演習※ コミュニケーション基礎演習※ 教育効果を考慮し担当者を変更（25）

専 教授 Daniel E.Corl 平成25年4月

入門ワークショップⅠ

専

卒業研究Ⅲ

文化とコミュニケーション

コミュニケーション外書講読Ⅱ

フィールドワークＣ

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

担当授業科目名

専任・

就任予定年月 職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考
専任・

職名
氏　　名
（年　齢）
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健康・スポーツ科学実習Ｂ 健康・スポーツ科学実習Ｂ
兼任 講師 平成27年4月

健康・スポーツ科学実習Ａ
教育効果を考慮し担当者を変更（27）

講師 平成25年10月 社会人入門Ⅱ 教育効果を考慮し担当者を変更（26）

兼任 講師 平成25年4月
健康・スポーツ科学実習Ａ

兼任 講師 垣原　由利子 平成26年10月 社会人入門Ⅱ 兼任

兼任 講師 平成27年4月 ＰＣ演習Ｂ（エクセル） 教育効果を考慮し担当者を追加（27）

兼任 講師 平成26年10月 ＰＣ演習Ｂ（エクセル）

講師 平成25年4月 ＰＣ演習Ｂ（エクセル）
教育効果を考慮し担当者を変
更・追加（26）

兼任 講師 平成25年4月 ＰＣ演習Ｂ（エクセル） 兼任

Writing Skills

Listening Skills

Reading Skills Ａ

Speaking Skills Ｂ

兼任 講師 平成26年4月

Speaking Skills Ａ

Reading Skills Ｂ

兼任 講師 平成26年10月 障害児教育の理論と指導法

兼任 講師 平成26年4月 コピーライティング研究

兼任 講師 平成25年4月 Test Preparation

兼任 講師 平成27年4月 キッズコミュニケーション

日本語コミュニケーション技法Ｂ 開講クラス数減による変更（27）

日本語コミュニケーション技法Ｃ 兼任 講師 平成27年10月 日本語コミュニケーション技法Ｃ 開講クラス数減による変更（27）

教授 末澤　明子 平成27年10月 日本語コミュニケーション技法Ａ 開講クラス数減による変更（27）

日本語コミュニケーション技法Ｂ 兼任 講師 平成27年4月兼任 講師 平成26年10月

日本語コミュニケーション技法Ａ 兼担

日本国憲法
兼任 講師 平成25年4月

人権と法（著作権法を含む）

情報処理Ｂ

教育効果を考慮し担当者を追加（27）
Academic Reading Ｂ

兼任 講師 平成25年4月
ＰＣ演習Ｂ（エクセル）

平成26年4月
Listening Skills

教育効果を考慮し担当者を追加（26）
Writing Skills

兼担 講師 Larson-Hall,Jenifer 平成27年4月
Academic Reading Ａ

児童文学(英語) 児童文学(英語)

兼担 講師 Larson-Hall,Jenifer

Writing Skills Writing Skills

Academic Reading Ａ Academic Reading Ａ

Academic Reading Ｂ Academic Reading Ｂ

兼任 講師 平成26年4月

Listening Skills

兼任 講師 平成26年4月

Listening Skills

兼任 講師 平成26年10月 サウンド表現演習Ｂ

講師就任辞退（26）

准教授 寄藤　晶子 平成26年4月 ジェンダースタディ（女性と性）
教育効果を考慮し担当者を新規
採用（26）

兼任 講師 平成26年10月 児童日本語教育法

兼担

後任未定
講師就任辞退のため後任を公募
中（25）

准教授 道行　千枝 平成25年4月 ワークショップＢ
教育効果を考慮し担当者を追加
（26）

兼任 講師 平成25年4月 ジェンダースタディ（女性と性）

兼担

教授 岩井　眞實 平成25年4月
ワークショップＢ 教育効果を考慮し担当者を追加（26）

フィールドワークＢ 教育効果を考慮し授業形態を変更、担当者を追加（26）
兼担

教育効果を考慮し担当者を変更・追加（26）

兼担 講師 Lake,J.W 平成26年4月 First-year English ＢⅡ

First-year English ＡⅡ

兼担 講師 Larson-Hall,Jenifer 平成26年4月 First-year English ＢⅡ

講師 Larson-Hall,Jenifer 平成26年4月 First-year English ＡⅡ

教育効果を考慮し担当者を変更・追加（26）

兼担 講師 Lake,J.W 平成26年4月

兼担

講師 Arthur A. Nakano 平成25年4月
First-year English ＡⅡ

受講者数を考慮し担当者を変更（25）
First-year English ＢⅡ First-year English ＢⅡ

兼担 講師
Philippa.
Nugent

平成25年10月
First-year English ＡⅡ

兼担

児童英語フィールドワーク

児童英語指導法演習Ⅱ

講師 城戸　真由美 平成25年4月 First-year English ＢⅠ 教育効果を考慮し担当者を追加（26）

兼担 講師 平田　恵理 平成27年4月

児童英語指導法演習Ⅰ

兼担

講師 林　　千晶 平成25年4月

First-year English ＢⅠ

First-year English ＡⅠ 受講者数を考慮し担当者を変更（25）

別行にて計上済、重複のため削除（26）

兼担 講師 林　　千晶 平成25年4月 First-year English ＢⅠ 兼担

田中　英資 平成25年4月 文化人類学
誤記の訂正（25）

講師

比較教育Ｂ（日本とアジア） 比較教育Ｂ（日本とアジア）

兼担 講師 田中　英資 平成25年4月 文化人類学 兼担
准教授

教育原理Ⅱ 教育経営論

人間形成と教育 人間形成と教育

比較教育Ａ（日本と欧米） 比較教育Ａ（日本と欧米）

兼担 講師 小宮　芳幸 平成25年4月

教育原論 教職課程認定委員会からの意見を受け科目
名称を変更（25）

講師 林　　千晶 平成25年4月 First-year English ＡⅡ 教育効果を考慮し担当者を追加（26）

兼担 講師 小宮　芳幸 平成25年4月

教育原理Ⅰ

兼担

講師 城戸　真由美 平成25年4月

First-year English ＡⅡ

First-year English ＢⅡ 受講者数を考慮し担当者を変更（25）

別行にて計上済、重複のため削除（26）

兼担 講師 城戸　真由美 平成25年10月 First-year English ＡⅡ 兼担

教育効果を考慮し担当者を変更・追加（26）

兼担 講師 Lake,J.W 平成26年4月 First-year English ＢⅠ

First-year English ＡⅠ

兼担 講師 Larson-Hall,Jenifer 平成26年4月 First-year English ＢⅠ

講師 Larson-Hall,Jenifer 平成26年4月 First-year English ＡⅠ

教育効果を考慮し担当者を変更・追加（26）

兼担 講師 Lake,J.W 平成26年4月

兼担

講師
Philippa.
Nugent

平成25年4月
First-year English ＡⅠ

受講者数を考慮し担当者を変更（25）
First-year English ＢⅠ First-year English ＢⅠ

兼担 講師 Arthur A. Nakano 平成25年4月
First-year English ＡⅠ

兼担

就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考
専任・

職名
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兼任 講師 平成25年4月 ビジネス英語

教育効果を考慮し担当者を変更・追加（26）
兼担 講師 Lake,J.W 平成26年4月

教育効果を考慮し担当者を変更（26）

Reading Skills Ｂ 兼担 講師 Larson-Hall,Jenifer 平成26年4月

兼担 講師

Reading Skills Ｂ

Larson-Hall,Jenifer 平成26年4月 Reading Skills Ａ

Larson-Hall,Jenifer 平成26年4月 Speaking Skills Ｂ

Reading Skills Ｂ

Speaking Skills Ｂ 兼担 講師

Reading Skills Ａ 兼担 講師

教育効果を考慮し担当者を変更（26）

教育効果を考慮し担当者を変更・追加（26）

Speaking Skills Ａ 兼担 講師 Larson-Hall,Jenifer 平成26年4月

Lake,J.W 平成26年4月 Speaking Skills Ｂ

Speaking Skills Ａ

兼任 講師 平成25年4月

Test Preparation 兼任 講師 平成25年4月 Test Preparation

メディアアート演習
兼任 講師 平成26年4月

メディアアート論

兼任 講師 平成27年4月 サウンド表現演習Ｃ 教育効果を考慮し担当者を変更（27）兼任 講師 平成26年4月 サウンド表現演習Ｃ

兼任 講師 平成25年10月 自然と環境

講師 蘭　紅艶 平成26年4月
コミュニケーション論

教育効果を考慮し担当者を変更（26）
コミュニケーション基礎演習

兼担

講師 平成26年4月
コミュニケーション論

コミュニケーション基礎演習 教育効果を考慮し担当者を変更（25）
兼任 講師 平成26年4月

コミュニケーション論
兼任

講師就任辞退（27）兼任 講師 平成27年4月 日本語コミュニケーション技法Ｂ

兼任 講師 平成25年10月 国際法入門

講師就任辞退（27）
日本語コミュニケーション技法Ｃ

健康・スポーツ科学実習Ｂ 健康・スポーツ科学実習Ｂ

兼任 講師 平成27年4月
日本語コミュニケーション技法Ｂ

兼任 講師 平成27年4月
健康・スポーツ科学実習Ａ

教育効果を考慮し担当者を追加（27）兼任 講師 平成25年4月
健康・スポーツ科学実習Ａ

兼任 講師 平成26年4月 対人コミュニケーション

Reading Skills Ｂ

Reading Skills Ａ

Speaking Skills Ｂ

Speaking Skills Ａ

兼任 講師 平成25年4月

Test Preparation

韓国語Ⅲ

韓国語Ⅱ
兼任 講師 平成25年4月

韓国語Ⅰ

韓国語Ⅳ

日本語コミュニケーション技法Ｃ
講師就任辞退（27）兼任 講師 平成26年10月

日本語コミュニケーション技法Ａ

兼任 講師 平成25年4月 ＰＣ演習Ａ（ワード）

講師 平成26年10月
ＰＣ演習Ｂ（エクセル） 教育効果を考慮し担当者を変更

（26）
兼任

平成25年4月

ＰＣ演習Ｂ（エクセル）
受講者数を考慮し担当科目を変更（25）
教育効果を考慮し担当者を変更（26）

情報リテラシー
受講者数を考慮し担当科目を変更（25）
別行にて計上済、重複のため削除（26）

平成27年4月 人権教育の理論と指導法 教育効果を考慮し担当者を変更（27）

兼任 講師 平成25年4月

ＰＣ演習Ｂ（エクセル）

兼任 講師

兼任 講師 平成26年4月 人権教育の理論と指導法 兼担 教授 伊藤　文一

Speaking Skills Ｂ
兼任 講師 平成26年4月

Speaking Skills Ａ

兼任 講師 平成27年4月 映像論 教育効果を考慮し担当者を変更（27）

講師 平成26年4月 映像論 開講期変更に伴う就任年月の変更（26）兼任 講師 平成26年10月 映像論 兼任

教育効果を考慮し担当者を変更（26）

Reading Skills Ｂ 兼任 講師 平成26年4月 Reading Skills Ｂ 教育効果を考慮し担当者を変更（26）

Reading Skills Ａ 兼任 講師 平成26年4月 Reading Skills Ａ

教育効果を考慮し担当者を変更（26）

Speaking Skills Ｂ 兼任 講師 平成26年4月 Speaking Skills Ｂ 教育効果を考慮し担当者を変更（26）

Speaking Skills Ａ 兼任 講師 平成26年4月 Speaking Skills Ａ

兼担 講師 Lake,J.W 平成26年4月 Test Preparation

兼任 講師 平成26年4月 Test Preparation
教育効果を考慮し担当者を変更・追加（26）

兼任 講師 平成25年4月

Test Preparation

兼任 講師 貞野　宏之 平成25年10月 生命科学入門

兼任 講師 平成27年4月 メディア制作ワークショップ 教育効果を考慮し担当者を変更（27）兼任 講師 平成26年4月 メディア制作ワークショップ

兼任 講師 平成25年10月 ヘルシーダイエット

講師 平成25年4月
情報リテラシー 教育効果を考慮し担当者を変更（26）

兼任

講師 平成25年4月
ＰＣ演習Ｃ（応用）

サウンド表現演習Ａ

講師 平成25年4月
情報リテラシー 教育効果を考慮し担当者を変更（25）

ＰＣ演習Ｃ（応用） 教育効果を考慮し担当者を変更（26）
兼任 講師 平成25年4月

情報リテラシー
兼任

サウンド表現演習Ａ
兼任

マーケティングとコミュニケーション

メディア表現研究Ｃ(広告)

メディア表現研究Ｂ(新聞・出版)

デジタル表示論 デジタル表示論

兼任 講師 平成26年4月

広告論

兼任 講師 平成26年4月
視覚コミュニケーション論

教育効果を考慮し担当者を変更（26）兼任 講師 平成26年4月
視覚コミュニケーション論

中国語Ⅲ

中国語Ⅱ
兼任 講師 平成25年4月

中国語Ⅰ

中国語Ⅳ

講師 平成27年4月
Listening Skills

教育効果を考慮し担当者を変更（27）
Writing Skills Writing Skills

兼任 講師 平成26年4月
Listening Skills

兼任

講師就任辞退（26）兼任 講師 平成26年10月 日本語コミュニケーション技法Ａ

の別　

兼任 講師 平成26年10月 デザイン表現研究Ｄ(写真)

専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考
専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名
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教　授
定年を延長
している教

員数

定年規定の定
める定年年齢

定年を延長
している教員

数

教授

5 68　歳

准教授･講師

［　0　］ 0　名 66　歳 0 名

　　　　および，平成２７年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている
　　　　教員数を記入してください。
　　　・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入
　　　　し，「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。
　　　・「年齢構成（前年度の状況）」については，報告書提出の前年度の状況を記載してください。今年度初めて報告書を提出する
　　　　場合は記入不要ですので，「－」を記入してください。

66　歳

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入し，

　　　　「変更状況」には，平成２７年５月１日現在（就任予定の者を含む）の状況を記入するとともに，［　］内に設置時の計画

　　　　との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません），

准教授・講師

（　5　） （　1　） （　1　） （　0　） （　7　） ［　0　］ ［　0　］ ［　0　］ ［　0　］

5 1 1 0 7 1

講　師 助　教 計
定年規定の
定める定年

年齢

教授

1 0 7 68　歳

教　授 准教授 講　師 助　教 計 准教授

（２） 専任教員数

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況 年　齢　構　成 年齢構成（前年度の状況）

　　　　教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」，変更書を提出予定

　　　　の場合は「○年○月変更書提出予定」と記入してください。

　　　　　なお，設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は，「備考」に「（教員審査省略）」及びその変更の理由，変更年度

　　　　（　）書き等のみを記入してください。

　　　　を記入してください。

　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は，当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画

　　　　変更書」を提出し，大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任

（注）・　申請書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　　　なお，当該設置に係る学部，学科等に所属しない教員であって，全学共通，学部共通などの授業科目を担当する教員組織に

　　　　所属している場合は，〈○○学部　△△学科〉の箇所を「共通」とし，表を分けて作成してください。

　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　・　年齢は，「設置時の計画」には当該学部等の就任時における満年齢を，「変更状況」には平成２７年５月１日現在の満年齢

兼任 講師 平成26年10月 デザイン表現研究Ｂ（印刷） 教育効果を考慮し担当者を変更（26）

兼任 講師 平成26年4月 情報処理Ａ

兼任 講師 森　　茂男 平成26年10月 情報処理Ｃ

兼任 講師 平成25年4月 マスカルチャー論

講師 平成26年4月
健康・スポーツ科学実習Ａ 教育効果を考慮し担当者を変更（26）

健康・スポーツ科学実習Ｂ 講師就任辞退（27）
兼任

教授 角南　良幸 平成25年4月
健康・スポーツ科学実習Ａ 講師就任辞退のため担当者を変更（25）

教育効果を考慮し担当者を変更（26）健康・スポーツ科学実習Ｂ 健康・スポーツ科学実習Ｂ
兼任 講師 平成25年4月

健康・スポーツ科学実習Ａ
兼担

兼任 講師 平成26年4月 政治学入門(国際政治を含む)

兼任 講師 平成25年4月 国際社会と民族

講師 平成26年4月 Reading Skills Ｂ 教育効果を考慮し担当者を変更（27）

兼任 講師 平成26年4月 ビジネスコミュニケーション

Speaking Skills Ｂ 教育効果を考慮し担当者を変更（27）

Reading Skills Ａ 兼担 講師 Lake,J.W 平成26年4月 Reading Skills Ａ 教育効果を考慮し担当者を変更（26）

講師 Lake,J.W 平成26年4月 Speaking Skills Ａ 教育効果を考慮し担当者を変更（26）

Speaking Skills Ｂ 兼任 講師 平成26年4月
兼任 講師 平成26年4月

Speaking Skills Ａ 兼担

Reading Skills Ｂ 兼任

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考
専任・

職名 担当授業科目名

専任・
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（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　

（３） 専任教員辞任等の理由

番　号 職　位 専任教員氏名 辞任（就任辞退を含む）等の理由

－ 該当なし

（注）・　専任教員の辞任等の理由について，可能な限り具体的に記入してください。

　　　　

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任（就任辞退

　　　　　を含む）等の理由」に辞任理由等および（）書きで報告年度を記入してください。

該当なし

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください。
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区　　　分 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

設　置　時

該当なし 該当なし 該当なし

（平成25年4月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時 留意事項 該当なし

（平成26年2月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時 該当なし 該当なし 該当なし

（平成27年2月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（　　年　　月）

６　留意事項等に対する履行状況等

留　意　事　項　等

「福岡女学院大学短期
大学部英語科の定員充
足率の平均が0.7倍未
満となっていることか
ら、学生の確保に努め
るとともに、入学定員
の見直しについて検討
すること。」

福岡女学院大学短期大学部
英語科は、入学定員の見直
しを行い、平成26年度より
入学定員を200名から100名
に変更した。また、学生募
集の強化を行い、定員の確
保を目指している。
その結果、平成26年度の入
学者数は102名となり、定員
超過率は1.02倍となった。
今後も、適正な入学者数の
確保に努めたい。

　　　・　定員管理に係る留意事項への履行状況は，指摘を受けた学科等についてのみ記入してください。

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

（注）・　「設置時」には，当該大学等の設置時に付された留意事項（学校法人の寄附行為又は寄附行為変更

　　　　の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等について，具体的に記入し，

　　　　報告年度を（　　）書きで付記してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された意見に対する

　　　　履行状況等について，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付

　　　　してください。
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

①　既設大学等の状況 ①　以下のとおり既設大学等を変更する。
教育の充実及び地域社会の要請に対応するため、平成
26(2014)年度より、既存の英語学科を国際英語学科に名
称変更し、カリキュラムを再編する。そして、新たに国
際キャリア学科を設け、国際英語学科とともに2学科で
国際キャリア学部を構成する。（平成25年4月届出）

国際英語学科の収容定員は204名（入学定員50名・編入
学定員2名）、国際キャリア学科の収容定員は286名（入
学定員70名・編入学定員3名）とし、国際英語学科の収
容定員のうち166名については、平成26年4月より既設の
人文学部英語学科（入学定員40名・編入学定員3名）を
募集停止し、その入学定員と編入学定員をあてる。残り
の324名（国際英語学科の残りの収容定員38名及び国際
キャリア学科の収容定員286名）については、国際英語
学科の入学定員を人文学部英語学科のものから10名増加
（編入学定員は1名減）し、新たに国際キャリア学科の
定員を70名（編入学定員3名）にするなどして収容定員
を増加した。（平成25年6月認可）

また、福岡女学院大学短期大学部は、時代の変遷や教育
ニーズの変化に対応して教学組織の再編を行なってきた
が、少子化による18歳人口の減少、四年制大学志向の進
展、学習機会の多様化などの要因により、志願者数・入
学者数は年々減少していった。近年は落ち込みが更に厳
しく、入学者数は、現行の入学定員200名を下回る結果
となった。このため、安定的に定員を充足できるよう、
平成26（2014）年度より入学定員100名・収容定員200名
とした。（平成25年6月届出）

さらに、平成27(2015)年度より、大学院人文科学研究科
に発達教育学専攻(入学定員5名、収容定員10名。修士課
程)を設置し、既設の比較文化専攻（入学定員6名、収容
定員12名）の定員を減じ、入学定員5名、収容定員10名
とした。(平成26年12月認可)

　平成25年度まで 　平成26年度より

　　福岡女学院大学 人文学部英語学科 　　福岡女学院大学 人文学部英語学科(学生募集停止)

　　　　　　　　　　入学定員　　　　　　40名 　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　3年次編入学定員　　　3名 　　国際キャリア学部　国際英語学科

　　　　　　　　　　収容定員　　　　　 166名 　　　　　　　　　　入学定員　　　　　　50名

　　　　　　　　　　3年次編入学定員　　　2名
　　　　　　　　　　(平成28年度より)

　　　　　　　　　　収容定員　　　　　 204名

　　　　　　　　　 国際キャリア学科

　　　　　　　　　　入学定員　　　　　　70名

　　　　　　　　　　3年次編入学定員　　　3名
　　　　　　　　　　(平成28年度より)

　　　　　　　　　　収容定員　　　　　 286名

　　福岡女学院大学短期大学部 英語科 　　福岡女学院大学短期大学部 英語科

　　　　　　　　　　入学定員　　　　　 200名 　　　　　　　　　　入学定員　　　　　 100名

　　　　　　　　　　収容定員　　　　　 400名 　　　　　　　　　　収容定員　　　　　 200名

　平成26年度まで 　平成27年度より

　　福岡女学院大学大学院　人文科学研究科 　　福岡女学院大学大学院　人文科学研究科

　　　　比較文化専攻 　　　　比較文化専攻

７　その他全般的事項

＜人文学部　メディア・コミュニケーション学科＞

（１） 設置計画変更事項等
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　　　　　　　　　　入学定員　　　　　   6名 　　　　　　　　　　入学定員　　　　　   5名

　　　　　　　　　　収容定員　　　　　  12名 　　　　　　　　　　収容定員　　　　　  10名

　　　　発達教育学専攻

　　　　　　　　　　入学定員　　　　　   5名

　　　　　　　　　　収容定員　　　　　  10名

　　　を選択。

　　・平成26年度の実績として7月、1月に開催し半数の専任教員が参加した。

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　・　設置時の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

      大学に自己点検・評価・FD委員会を設置している。※規程を別添

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

      平成２６年度は4回開催しており、毎回ほぼ全ての構成員が出席している。

　ｃ　委員会の審議事項等

　　　・FD研修会の内容について

　　　・学生による授業評価の実施について

　　　・新入生ならびに卒業生へのアンケート実施について

　　　・自己点検評価報告書の作成について

②　実施状況

　ａ　実施内容

　　・FD研修会

　　・新入生、卒業生アンケートの実施

　　・「学生による授業評価」の実施

　ｂ　実施方法

　　・FD研修会は新入生アンケートに関する分析報告（7月）や、e-learningに関する講演を外部講師を招いて実施。

　　・「学生による授業評価」は前期(7月)後期(12月)に実施し、受講者等10名以上の授業を対象に教員が実施授業

　　・卒業生アンケートを1月授業最終週に、新入生アンケートを4月のオリエンテーション時に実施。

　　　

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　　平成27年度は2回の研修会を予定している。

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　　「学生による授業評価」については授業別集計と全体平均について結果表を専任教員および非常勤講師へ配布し、

　　　今後の授業改善に役立てている。また、実施結果を見て感じたことを文章化し、学生へのフィードバックを

　　　行なっている。

　　・卒業生アンケート、新入生アンケートについては集計後、ＦＤ研修会などで報告、各学科にて結果を活用し

　　　改善活動につなげている。
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③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　　「学生による授業評価」を前期（7月）と後期(12月)に実施している。

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

　　　授業別集計と全体平均について結果表を専任教員および非常勤講師へ配布し、学生へのフィードバック文章を

　　　作成している。作成されたフィードバック文章は全体平均とともに学内ページにて公開している。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

（３） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

2015年度
メディア・コミュニケーション学科は、平成27（2015）年度入学試験において、入学定員50名に対し、51名の入学者
を確保できた。入試種別ごとの入学者数は2014年度と比べ、大きな変動はなかった。引き続き、本学を積極的に志望
する学生確保ができている。全学で新たに導入した公募推薦は、入学者が少なく、本学科の学生確保に変化をもたら
すことはなかった。
　本年度はじめに入学者に対して実施したアンケートからは、カリキュラムや卒業後の進路を考えて本学科に入学し
た者が多いこと、本学科を第一志望で受験したものが6割を超えていることが分かった。このことから学生の多くが
本学科の設置の趣旨・目的を理解した上で入学したものと言える。また、高校の先生に勧められて進学を決めた学生
も約2割おり、高校の先生方の本学科に対する理解も進んでいると言える。
　2年生のメディア、コミュニケーション、デザインの2分野選択では、学生数のバランスもとれており、学生の希望
がかなっている。また、3年生も、それぞれ希望する分野のゼミに所属し、新年度をスタートさせている。一つの分
野に偏らずに、3分野を学び、それを活かして、ゼミ選択ができるようにカリキュラムを設計しており、学生はその
趣旨を理解し、意欲的に学んでいる。学科の専門教育科目のうち、受講者数の多い科目は、2クラス開講するなどし
て学生の希望に応えている。
　以上のように、受験者の入学試験受験の傾向と在学生の状況から、本学科の設置の趣旨・目的は十分に達成できて
いると考えられる。

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　　　平成27年10月1日　公表予定

　ｂ　公表方法

　　　大学ホームページ上で公表する予定。

③　認証評価を受ける計画

　　大学基準協会による認証評価を平成26年度に申請し、同協会の定める大学基準に「適合」しているとの

　　認定を受けた。

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。
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（４） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（　平成27年度分は、平成27年7月1日に公表予定　）
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